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この製品は、関連するEU規制に適合しています。
詳細については、製品別DOCシート規格適合証
明書をご覧ください。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに、、、
ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる化化化学学学物物物
質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、デデディィィーーーゼゼゼルルルエエエンンンジジジンンン
ののの排排排気気気にににははは発発発癌癌癌性性性ややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因ととと
なななるるる物物物質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

地域によっては、この機械の使用に当たり、本機の
エンジンにスパークアレスタを取り付けることが義
務付けられております。スパークアレスタはオプ
ションとして販売されています。ご入用の場合は、
弊社正規代理店よりお買い求めください。

トロの純正スパークアレスタは、USDA森林局の
適合品です。

重重重要要要 カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州ののの森森森林林林地地地帯帯帯・・・潅潅潅木木木地地地帯帯帯・・・草草草
地地地なななどどどでででこここののの機機機械械械ををを使使使用用用すすするるる場場場合合合にににははは、、、同同同州州州公公公共共共資資資
源源源法法法第第第4442章章章ににによよよりりり、、、正正正常常常ににに機機機能能能すすするるるスススパパパーーークククアアアレレレ
スススタタタののの装装装着着着、、、まままたたたはははエエエンンンジジジンンンににに対対対しししててて森森森林林林等等等ののの火火火災災災
防防防止止止措措措置置置をををほほほどどどこここすすすここことととががが義義義務務務づづづけけけららられれれててていいいままますすす。。。
他他他ののの地地地域域域にににおおおいいいてててももも同同同様様様ののの規規規制制制ががが存存存在在在すすするるる可可可能能能性性性ががが
ああありりりままますすすのののでででごごご注注注意意意くくくだだださささいいい。。。

はははじじじめめめににに
この機械は回転刃を使用するロータリー式乗用芝刈
り機であり、そのような業務に従事するプロのオペ
レータが運転操作することを前提として製造されて
います。この製品は、集約的で高度な管理を受けて
いるスポーツ・フィールドや商用目的で使用される
芝生に対する刈り込み管理を行うことを主たる目的
として製造されております。本機は、雑草地や道路
わきの草刈り、農業用地における刈り取りなどを
目的とした機械ではありません。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からない、適切で安全
な方法でご使用ください。この製品を適切かつ安全
に使用するのはお客様の責任です。

弊社に直接おたずねをいただく場合 www.Toro.com製
品・アクセサリに関する情報、代理店についての情
報、お買い上げ製品の登録などを行っていただく
ことができます。

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマー

サービスにおたずねください。お問い合わせの際に
は、必ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知ら
せください。図 1にモデル番号とシリアル番号を刻
印した銘板の取り付け位置を示します。いまのうち
に番号をメモしておきましょう。
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図図図 1

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すため
の警告記号図 2を使用しております。死亡事故を
含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら必ずお守りください。

図図図 2

1. 危険警告記号

この他にさらに2つの言葉で注意を促しています。
重重重要要要は製品の構造などについての注意点を、注注注は
その他の注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
各製品のDOCシート規格適合証明書に記載されて
いる CEキットと取り付けることにより、モデル
30495および 30487は、CEN規格 ISO EN 5395および
ANSI B71.4-2012安全規格に適合またはそれらを上回
る製品となります。モデル番号 30487Nの製品は製
造時点においてANSI B71.4-2012規格に適合、または
これを上回る製品です。

不適切な使い方をしたり手入れを怠ったりすると、
人身事故につながります。事故を防止するため、
以下に示す安全上の注意や安全注意標識のついて
いる遵守事項は必ずお守りください。これは「「「注注注
意意意」」」、、、「「「警警警告告告」」」、、、「「「危危危険険険」」」など、人身の安全に関わ
る注意事項を示しています。これらの注意を怠る
と死亡事故などの重大な人身事故が発生すること
があります。

安安安全全全ななな運運運転転転のののたたためめめににに
以下の注意事項はCEN規格EN 836:1997,ISO規格
5395:1990およびANSI規格B71.4-2012から抜粋した
ものです。

この機械は手足を切断したり物をはね飛ばしたりす
る能力があります。重傷事故や死亡事故を防ぐた
め、すべての注意事項を厳守してください。

トトトレレレーーーニニニンンングググ
• このオペレーターズマニュアル や関連する機器

のマニュアルをよくお読みください。各部の操
作方法や本機の正しい使用方法に十分慣れてお
きましょう。

• 子供や正しい運転知識のない方には芝刈機を操
作させないでください。地域によっては機械の
オペレータに年齢制限を設けていることがあり
ますのでご注意ください。

• 周囲にペットや人、特に子供がいる所では絶対
に作業をしないでください。

• 人身事故や器物損壊などについてはオペレータ
やユーザーが責任を負うものであることを忘れ
ないでください。

• 人を乗せないでください。

• 本機を運転する人すべてに適切なトレーニング
を行ってください。特に以下の点についての
十分な指導が必要です

– 乗用芝刈り機を取り扱う上での基本的な注意
点と注意の集中

– 斜面で機体が滑り始めるとコントロールレ
バーでで制御することは非常に難しくなるこ
と。斜面で制御不能となるおもな原因は

◊ タイヤグリップの不足、特にぬれた芝の
上で

◊ 速度の出しすぎ

◊ ブレーキの不足

◊ 機種選定の不適当

◊ 地表条件、特に傾斜角度を正しく把握し
ていなかった

◊ 積荷の重量分配の不適切。

運運運転転転ののの前前前ににに
• 作業には頑丈な靴と長ズボンを着用してくださ

い。また、裸足やサンダルで機械を運転しない
でください。

• 機械にはね飛ばされて危険なものが落ちていな
いか、作業場所をよく確認しましょう。

• マフラーが破損したら必ず交換してください。

• 使用前に必ず、ブレード、ブレードボルト、
カッターアセンブリの目視点検を行ってくださ
い。バランスを狂わせないようにするため、ブ
レードを交換するときにはボルトもセットで交
換してください。

燃燃燃料料料ののの安安安全全全ななな取取取りりり扱扱扱いいい
• 人身事故や物損事故を防止するために、燃料の

取り扱いには細心の注意を払ってください。ガ
ソリンは極めて引火しやすく、またその気化ガ
スは爆発性があります。

• 燃料取り扱い前に、引火の原因になり得るタ
バコ、パイプなど、すべての火気を始末して
ください。

• 燃料の保管は必ず認可された容器で行ってく
ださい。

• エンジン回転中やエンジンが熱い間に燃料タン
クのふたを開けたり給油しないでください。

• 給油はエンジンの温度が下がってから行いま
しょう。

• 屋内では絶対に給油しないでください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど
裸火や火花を発するものがある近くでは、絶対に
機械や燃料容器を保管格納しないでください。

• トラックの荷台に敷いたカーペットやプラス
チックマットなど絶縁体の上で燃料の給油をし
ないでください。ガソリン容器は車から十分に
離し、地面に直接置いて給油してください。

• 給油は、機械をトラックやトレーラから地面に
降ろし、機体を接地させた状態で行ってくださ
い。機械を車両に搭載したままで給油を行わなけ
ればいけない場合には、大型タンクのノズルか
らでなく、小型の容器から給油してください。

• 給油は、給油ノズルを燃料タンクの口に接触さ
せた状態を維持して行ってください。ノズルを開
いたままにする器具などを使わないでください。

• もし燃料を衣服にこぼしてしまった場合には、
直ちに着替えてください。

• 絶対にタンクから燃料をあふれさせないでくだ
さい。給油後は燃料タンクキャップをしっか
りと締めてください。

4
 



運運運転転転操操操作作作
• 旋回動作を行う時は、注意深くゆっくりと行っ

てください。方向を変える前に、後方の安全と
旋回方向の安全を確認してください。

• 有毒な一酸化炭素ガスが溜まるような閉め切っ
た場所ではエンジンを運転しないでください。

• 作業は日中または十分な照明のもとで行って
ください。

• エンジンを掛ける前には、アタッチメントのク
ラッチをすべて外し、ギアシフトをニュート
ラルにしてください。

• 「安全な斜面」はあり得ません。芝生の斜面で
の作業には特に注意が必要です。転倒を防ぐため

– 斜面では急停止・急発進しない

– 斜面の走行中や小さな旋回をする時は十分に
減速する

– 隆起や穴、隠れた障害物がないか常に注意す
ること。

• 道路付近で作業するときや道路を横断するとき
は通行に注意しましょう。

• 移動走行を行うときはリールの回転を止めて
ください。

• アタッチメントを使用するときは、排出方向に
気を付け、人に向けないようにしてください。ま
た作業中は機械に人を近づけないでください。

• ガードが破損したり、正しく取り付けられてい
ない状態のままで運転しないでください。

• エンジンのガバナの設定を変えたり、エンジン
の回転数を上げすぎたりしないでください。規
定以上の速度でエンジンを運転すると人身事故
が起こる恐れが大きくなります。

• 運転位置を離れる前に

– PTOの接続を解除し、アタッチメントを下
降させる

– ギアシフトをニュートラルに入れ、駐車ブ
レーキを掛ける

– エンジンを止め、キーを抜き取る。

• 以下の場合には、アタッチメントの駆動を停止
し、エンジンを止め、キーを抜き取ってください

– 詰まりを取り除くときや排出シュート内部の
異物を除去するとき

– 芝刈機の点検・清掃・整備作業などを行う
とき

– 異物をはね飛ばしたとき。芝刈械に損傷がな
いか点検し、必要があれば修理を行ってくだ
さい。点検修理が終わるまでは作業を再開
しないでください。

– 機械が異常な振動を始めたとき直ちに点検。

• アルコールや薬物を摂取した状態での運転は
避けてください。

• 機械が落雷を受けると最悪の場合死亡事故とな
ります。稲光が見えたり雷が聞こえるような場

合には機械を運転しないで安全な場所に避難し
てください。

• 移動走行中や作業を休んでいるときはアタッチ
メントの駆動を止めてください。

• 燃料を補給する時はアタッチメントの駆動を止
め、エンジンを止めてください。

ROPS横横横転転転保保保護護護バババーーーののの使使使用用用ととと保保保守守守整整整備備備
• ROPS横転保護バーは効果の高い重要な安全装置

です。運転する時は常にROPSを完全に立てた状
態にし、必ずシートベルトと共にお使いくださ
い。

• どうしても必要な場合以外にはROPSを降ろさな
いでください。ROPSを降ろした状態ではシート
ベルトを使用しないでください。

• ROPSを折りたたんでしまうと、転倒時に安全保
護ができなくなることを十分認識してください。

• 緊急時にはシートベルトを迅速に外せるよう、
練習しておいてください。

• 作業場所を必ず事前に確認してください。法
面、段差、水などがある現場では、必ずROPSを
立てて運転してください。

• 頭上の安全木の枝、門、電線などに注意し、
これらに機械や頭をぶつけないように注意し
てください。

• ROPS自体に損傷がないか、また、取り付け金具
がゆるんでいないか、定期的に十分に点検を行
い、万一の際に確実に役立つようにしておい
てください。

• ROPSが破損した場合には修理せず、必ず新品
に交換してください。

• ROPSを外外外さささななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

• メーカーの許可なくROPSを改造することを禁
じます。

保保保守守守整整整備備備ととと格格格納納納保保保管管管
• 常に機械全体の安全を心掛け、また、ボルト、

ナット、ねじ類が十分に締まっているかを確
認してください。

• 火花や裸火を使用する屋内で本機を保管する場
合は、必ず燃料タンクを空にし、火元から十分
離してください。

• 閉めきった場所に本機を保管する場合は、エン
ジンが十分冷えていることを確認してください。

• 火災防止のため、エンジンやマフラー、バッテ
リーの周囲に、余分なグリス、草や木の葉、ホ
コリなどが溜まらないようご注意ください。

• 磨耗したり破損したりしている部品は安全のた
めに交換してください。

• 燃料タンクの清掃などが必要になった場合は屋
外で作業を行ってください。
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• 複数のブレードを持つ機械では、手でつのブ
レードを回転させると他のブレードも回転する
場合がありますから注意してください。

• 駐車、保管など芝刈機から離れる際には、カッ
ティングデッキを降下させておいてください。

搬搬搬送送送すすするるる場場場合合合
• トレーラやトラックに芝刈り機を積み降ろすと

きには安全に十分注意してください。

• 積み込みには、機体と同じ幅のある歩み板を使
用してください。

• 荷台に載せたら、ストラップ、チェーン、ケー
ブル、ロープなどで機体を確実に固定してくだ
さい。機体の前後に取り付けた固定ロープは、
どちらも、機体を外側に引っ張るように配置し
てください。

乗乗乗用用用芝芝芝刈刈刈りりり機機機ををを安安安全全全にににおおお使使使いいいいいい
たたただだだくくくたたためめめににに TOROかかからららのののおおお願願願いいい
以下の注意事項は上記規格には含まれていません
が、トロの芝刈り機を初めとする製品を安全に使
用していただくために必ずお守りいただきたい事
項です。

• エンジンの排気ガスには致死性の有毒物質であ
る一 酸化炭素が含まれている。屋内や締め切っ
た場所ではエンジンを運転しないこと。

• エンジン回転中は、機械の可動部、カッティン
グデッキの裏側や排出口に手足や髪、衣服を近
づけないでください。

• マシンには、使用中に熱くなる部分があります
ので、これらの部分に触れないよう注意してくだ
さい。保守、調整、整備などの作業は、マシン各
部が安全な温度に下がってから行ってください。

• バッテリー液は毒性があり、皮膚に付くとやけ
どを引き起こします。皮膚、目、衣服に付着さ
せないよう注意してください。バッテリーに関
わる作業を行うときには、顔や目や衣服をきち
んと保護してください。

• この機械は公道を走行する装備をもたない「低
速走行車両」です。公道を横切ったり、公道上
を走行しなければならない場合は、必ず法令を
遵守し、必要な灯火類、低速走行車両の表示、
リフレクタなどを装備してください。

• バッテリーからは爆発性のガスが発生します。
バッテリーにタバコの火、火花などの火気を近
づけないでください。

• 製造時の性能を適切に発揮できるよう、交換部
品は必ずトロの純正品をお使いください。

• 弊社が認可していないアタッチメントは使用し
ないでください。認可されていないアタッチメ
ントを御使用になると製品保証を受けられなく
なる場合があります。

斜斜斜面面面でででののの運運運転転転操操操作作作
• 段差や溝、大きく盛り上がった場所、池や川の

近くなどでは芝刈り作業をしないでください。
車輪やローラが溝などに落ちて機体が転倒する
と、最悪の場合、死亡事故などの重大な事故と
なる危険があります。

• 芝草がぬれている時は斜面での芝刈り作業をし
ないでください。滑りやすくなっているために
走行力が十分発揮できず、制御できなくなる
危険があります。

• 急旋回したり不意に速度を変えたりしないで
ください。

• 段差や溝、大きく盛り上がった場所、池や川の
近くなどの刈り込みには歩行型芝刈機やハンド
トリマーをお使いください。

• 斜面では速度を落とし、より慎重な運転を心
がける。

• 芝刈り現場にに岩や木の幹などの障害物がある
場合には目に付きやすいマークをつけておきま
しょう。深い芝生に隠れて障害物が見えない
ことがあります。

• 溝、穴、岩、くぼみ、マウンドなどに注意し
ましょう不用意に入ると機体が転倒する危険
があります。

• 上り坂では急発進しないでください機体が後ろ
にのけぞって転倒する危険があります。

• 下り坂では制御不能にならないよう慎重に運転
してください。重心が前輪側に移動するとス
リップを起こしたり、ブレーキや舵取りができ
なくなる恐れがあります。

• 斜面では急な発進や急な停止は避けてくださ
い。坂を上れないと分かったら、ブレードの回
転を止め、ゆっくりとバックで、まっすぐに
坂を下りてください。

• 斜面での安定性を確保するために、メーカーが
指示するウェイトやカウンタウェイトを必ず搭
載してください。

• アタッチメントを使用する際には、十分な注意
が必要です。アタッチメントによってマシンの
安定性が変わり、安全限界が変わる場合があり
ますからご注意ください。

ROPS横横横転転転保保保護護護バババーーーののの使使使いいい方方方
• 運転するときには必ずROPS横転保護バーを立

て、シートベルトを着用してください。

• 緊急時にはシートベルトを迅速に外せるよう、
練習しておいてください。

• ROPSを下げた状態では、ROPSによる安全保護
は機能しませんからご注意ください。

• 芝刈り現場を下見し、斜面、土手、段差のある
場所などで運転するときは、必ずROPS横転保護
バーを立てて作業してください。
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• どうしても必要な場合以外は、ROPSを下げない
でください。ROPSををを下下下げげげたたた状状状態態態ででで乗乗乗車車車すすするるる時時時ににに
はははシシシーーートトトベベベルルルトトトをををしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

• 頭上の安全木の枝、門、電線などに注意し、これ
らに機械や頭をぶつけないように注意すること。
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運運運転転転音音音おおおよよよびびび振振振動動動にににつつついいいてててののの情情情
報報報
音音音力力力、、、音音音圧圧圧、、、おおおよよよびびび振振振動動動にににつつついいいてててののの情情情報報報ははは、、、CE
キキキッッットトト (30240)のののマママニニニュュュアアアルルルをををごごご覧覧覧くくくだだださささいいい。。。

法法法面面面でででののの運運運転転転ににに関関関すすするるる表表表
以下の表は、本機を使用できる斜面の最大角度を示します。

A B C

16度 17度 18度

2015 年年年度度度以以以降降降のののモモモデデデルルル

30354 30353 30457 30456

72&quot; 側方排出 72&quot; ベース 62&quot; ベース 60&quot; 側方排出

30495 GM7200 C C C B

30487(N) GM7210 C C C B

注注注 太字はそのモデルの標準構成です。
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傾傾傾斜斜斜確確確認認認方方方法法法

G011841

図図図 3
このページをコピーしてお使いください。

1. 上野表は、この機械を法面で使用する場合の法面の最大許容角度を示しています。スロープチャートで斜度を確認して作業を行うよ
うにしてください。規規規定定定ささされれれててていいいるるる以以以上上上ののの法法法面面面ででではははこここののの機機機械械械ををを使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。 推奨されている角度にあわせて折る。

2. この縁を垂線立ち木、建物、フェンスなどに合わせる。

3. 折り線と斜面の比較の仕方。
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安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付しています。破損
したりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

120-9195

1. 警告運転前にオペレーターズマニュアル を読むこと 必ず講習
を受けてから運転すること。

8. 警告 聴覚保護具を着用のこと。

2. 周囲の人間が手足を切断する危険人を乗せないこと周囲の人
を十分に遠ざけること。

9. 入

3. 転倒、落下などの危険 段差の近くで運転しないこと。段差から
十分に離れて運転すること。 旋回するときは速度を落として
ゆっくりと回ること。高速で走行中に急旋回をしないこと。

10. 切

4. ROPS横転保護バーを立てている場合はシートベルトを着用
すること。ROPSを下げて運転しているときは必ずシートベ
ルトを着用しないこと。

11. 駐車ブレーキ

5. 異物が飛び出す危険周囲の人間を十分に遠ざけることすべて
のデフレクタやシールドを正しく取り付けること。

12. エンジン始動要領 アタッチメントについているごみを除去し、
PTO を解除し、モーションコントロールレバーをニュートラルに
し、駐車ブレーキを掛け、イグニッションキーを Run 位置に
回してグロープラグランプが消えるまで待ち、ランプが消えた
らキーを Start 位置に回す。

6. 警告車両を離れるときは駐車ブレーキを掛け、エンジンを停
止し、キーを抜くこと。

13. オペレーターズマニュアルを読むこと。

7. 手足の切断の危険整備作業前にエンジンのキーを抜き取り、
マニュアルを読むこと可動部に近づかないこと。
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110-8253

1. PTO ― OFF 4. 無段階調整

2. PTO ― On 5. 低速

3. 高速

110-8254

1. エンジン停止 3. エンジン ― 始動

2. エンジン 作動

110-9796

1. ヒューズに関する詳しい情報はオペレーターズマニュアルを
参照のこと。

110-8252

1. オペレーターズマニュアルを読むこと。 3. 油圧オイル 5. エンジンの冷却液

2. 駐車ブレーキ 4. 燃料 6. エンジンオイル
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120-9196

1. 前進 3. 低速 5. 後退 7. 油圧オイルについては オペ
レーターズマニュアル を読
むこと

2. 高速 4. ニュートラル 6. 牽引用バルブの位置バルブ
は 6.78 ± 1.13 Nm 8.3 ± 1.4
kg.mにトルク締めすること。

93–6696

1. 負荷が掛かっている危険 オペレーターズマニュアルを読む
こと。

93-6687

1. ここに乗らないこと。

93-6697

1. 参照オペレーターズマニュ
アル。

2. 50運転時間ごとにSAE
80w-90API GL-5オイルを
補給すること。

100-6578

1. ベルトに巻き込まれる危険シールドやガードを外したままで
運転しないこと必ず正しく取り付けて運転すること可動部に
近づかないこと。

106-6755

1. 冷却液の噴出に注意。 3. 警告 表面が熱い。触れな
いこと。

2. 爆発の危険オペレーターズ
マニュアルを読むこと。

4. 警告 オペレーターズマニュ
アルを読むこと。

106-9206

1. ホイールトルクについての規定

2. 参照オペレーターズマニュアル。
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107-3069

1. 警告ROPSが折りたたまれている時に転倒すると危険。

2. 横転事故の際の怪我や死亡を防止するため、必ず ROPS を
立ててロックし、シートベルトを着用して運転すること。ROPS
は、みだりに折りたたまないことROPSを下げて運転してい
るときは必ずシートベルトを外すこと。

3. オペレーターズマニュアルを読むこと運転はゆっくり慎重に。

106-9290

1. 入力 5. 着席 9. 出力 13. 始動

2. 作動していない 6. PTO 10. PTO 14. パワー

3. オーバーヒート時のエンジ
ン停止

7. 駐車ブレーキ OFF 11. 始動

4. オーバーヒート時の警告 8. ニュートラル 12. 通電で運転ETR
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110-9781

1. 警告 ― オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. 表毒物や劇物による火傷の危険バッテリーに子供を近づけないこと。

3. 警告 表面が熱い。触れないこと。

4. ファンによる手足切断危険、およびベルトによる巻き込まれの危険可動部に近づかないこと。

5. 高圧の油圧オイルが噴出してオイルが体内に入る危険、油圧ラインが破損する危険油圧関連機器を取り扱う際には頑丈な手袋
などで身体各部の保護を行うこと。

106-6754

1. 警告 表面が熱い。触れないこと。

2. ファンによる手足切断危険、およびベルトによる巻き込まれ
の危険可動部に近づかないこと。

107-1866

1. 転倒、スリップ、コントロール不能、落下などの危険 高速
で走行中に急旋回をしないこと 旋回するときは速度を落と
してゆっくりと回ること 段差の近くや斜度15度を超える法
面、池や川の近くで運転しないこと 危険場所から十分に
離れて運転すること。

2. 警告 ROPSを降ろして運転するときはシートベルトを着用し
ないことROPSを立てて運転するときはシートベルトを着用
すること。

3. 警告トラックなどへの積み込み時に歩み板を2枚使用しない
こと幅の広い1枚の板を使用すること歩み板の傾斜角度は
15度以内で使用すること。

メメメーーーカカカーーー純純純正正正マママーーーククク

1. 芝刈機メーカーが正規に使用しているブレードであること
を示す。

バババッッッテテテリリリーーーににに関関関すすするるる注注注意意意標標標識識識

全てがついていない場合もあります

1. 爆発の危険 6. バッテリーに人を近づけな
いこと。

2. 火気厳禁、禁煙厳守のこ
と。

7. 保護メガネ等着用のこと爆
発性ガスにつき失明等の
危険あり

3. 劇薬につき火傷の危険あり 8. バッテリー液で失明や火傷
の危険あり。

4. 保護メガネ等着用のこと 9. 液が目に入ったら直ちに真
水で洗眼し医師の手当てを
受けること。

5. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

10. 鉛含有普通ゴミとして投棄
禁止。
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組組組みみみ立立立ててて

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

1 必要なパーツはありません。 – ROPS横転保護バーを立ててください。

2 デッキ取り付けマニュアル 1 刈り込みデッキを取り付けます。

3 必要なパーツはありません。 – 左前キャスタを調整します。

4 必要なパーツはありません。 – タイヤ空気圧を点検する。

5 必要なパーツはありません。 – ウェイトを取り付けます。

6 必要なパーツはありません。 – 油圧オイル、エンジンオイル、冷却液の
量を点検します。

オペレーターズマニュアル 1
エンジンマニュアル 1
パーツカタログ 1
オペレータのためのトレーニング資料 1
エンジンの保証書 1
規格適合認定書 1

7

デッキ取り付け要領書 1

実際に運転を始める前に、マニュアルを
読みトレーニング資料をご覧になってくだ
さい。余っている部品はアタッチメントの
取り付けに使用します。

15
 



1
ROPS横横横転転転保保保護護護バババーーーををを立立立てててるるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

1. 保護バーについているヘアピンコッターを外
して、ついているピン2本を抜き取る図 4。

G004634

1

2
3

4

5

図図図 4
図は右側

1. ROPS 3. ヘアピンコッター

2. ピン

2. 保護バーを立て、ピン2本で固定し、ピンが
外れないようにヘアピンコッターで固定する
図 4。

注注注 バーを下げなければならない時は、固定
ピンに掛かっている力を除くためにバーを前
に押した状態でピンを抜き取り、フードの上
にバーを落とさないようにゆっくりと慎重に
バーを降ろしてピンで固定します。

2
刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの取取取りりり付付付けけけ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 デッキ取り付けマニュアル

手手手順順順

デッキ 取り付けマニュアル に従ってデッキを取
り付けます。

3
左左左前前前キキキャャャスススタタタををを調調調整整整すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

72インチデッキでは外側位置に、60インチと 62イ
ンチデッキでは内側位置に取り付ける。

4
タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

タイヤは空気圧を高めに設定して出荷しています。
運転前に正しいレベルに下げてください。適正範囲
は後輪が 1.03 bar、キャスタホイールが 1.72 barです。
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5
ウウウェェェイイイトトトををを取取取りりり付付付けけけるるるCE 基基基準準準ににに適適適合合合さささせせせるるる場場場合合合

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

72インチ183 cmデッキを搭載しているマシンで、それ以外のアタッチメントを取り付けていない場合には、
CE規格によるウェイト搭載は不要です。上記以外の場合には、搭載しているデッキのサイズと種類、ま
た、それ以外のアタッチメントに対応してウェイトの搭載が必要になる場合があります。以下は、各アタッ
チメントと、それを搭載した場合に車両前部に必要となるウェイトの一覧表です。

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトののの構構構成成成 62イイインンンチチチ157.5cmベベベーーースススデデデッッッキキキ
30457搭搭搭載載載時時時ににに必必必要要要なななウウウェェェイイイトトト

72イイインンンチチチ183cmベベベーーースススデデデッッッキキキ
30353搭搭搭載載載時時時ににに必必必要要要なななウウウェェェイイイトトト

72イイインンンチチチ183cm側側側方方方排排排出出出デデデッッッキキキ
30354搭搭搭載載載時時時ににに必必必要要要なななウウウェェェイイイトトト

グランドマスター 7200/7210 ト
ラクションユニット追加アタッチ
メントなし

10 kg 0 kg 0 kg

グランドマスター 7200/7210 ト
ラクションユニットハードキャノ
ピ搭載

34 kg 9.5 kg 15 kg

グランドマスター 7200/7210 トラ
クションユニットハードキャノピ,
公道走行用灯火キット搭載

32.2 kg 28.5 kg 10 kg

グランドマスター 7200/7210 トラ
クションユニットハードキャノピ,
公道走行用灯火キット, ジャッ
キスタンド搭載

18 kg 17 kg 10 kg

グランドマスター 7200/7210 トラ
クションユニットハードキャノピ,
ジャッキスタンド搭載

14 kg 10 kg 10 kg

グランドマスター 7200/7210 トラ
クションユニット公道走行用灯火
キット, ジャッキスタンド搭載

0 kg 0 kg 0 kg

グランドマスター 7200/7210 ト
ラクションユニット公道走行用
灯火キット搭載

11.3 kg 0 kg 0 kg

グランドマスター 7200/7210 ト
ラクションユニットジャッキスタ
ンド搭載

0 kg 0 kg 0 kg

ご使用のマシンに必要なウェイトは、弊社正規代理店よりお求めください。
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6
液液液量量量ををを点点点検検検すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

1. エンジンを作動させる前に、油圧オイルの量を
点検する油圧系統の整備 (ページ 52)を参照。

2. エンジンを作動させる前と後に、エンジンオ
イルの量を点検する エンジンオイルの保守
(ページ 39)を参照。

3. エンジンを作動させる前に、冷却系統を点検
する 冷却系統を点検する (ページ 21)を参照。

7
マママニニニュュュアアアルルルををを読読読みみみトトトレレレーーーニニニンンングググ資資資
料料料ををを見見見るるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 オペレーターズマニュアル

1 エンジンマニュアル

1 パーツカタログ

1 オペレータのためのトレーニング資料

1 エンジンの保証書

1 規格適合認定書

1 デッキ取り付け要領書

手手手順順順

1. マニュアルを読む。

2. オペレータ用トレーニング資料を見る。

製製製品品品ののの概概概要要要

1

2

3 4
5

6
4

G020877

図図図 5

1. 駐車ブレーキレバー 4. 走行コントロールレバー

2. 燃料キャップ機体両側 5. 運転席

3. ROPS 6. シートベルト

図図図 6

1. 始動スイッチ 5. エンジンオイル圧警告灯

2. 冷却水温警告灯 6. 充電インジケータランプ

3. グロープラグランプ 7. スロットルレバー

4. PTOスイッチ 8. アワーメータ

各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作
実際にエンジンを始動させて運転する前に、運転
装置の名称や場所、操作方法に十分慣れてくださ
い図 5と図 6。

走走走行行行コココンンントトトロロローーールルルレレレバババーーー

前進後退動作および旋回動作をコントロールしま
す。 運転 (ページ 25)を参照してください。
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駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキレレレバババーーー

エンジンを停止させる時には、車体が不意に動き
出さないよう、必ず駐車ブレーキを掛けてくださ
い。レバーを後ろに引き上げると駐車ブレーキが
かかります図 7。駐車ブレーキを解除するには、
レバーを前に倒します。

G020866

図図図 7

1. 駐車ブレーキレバー

注注注意意意
斜斜斜面面面にににははは駐駐駐車車車しししななないいいこここととと。。。

始始始動動動スススイイイッッッチチチ

始動キーには3つの位置があります OFF, ON/Preheat,
STARTです。

スススロロロッッットトトルルルレレレバババーーー

エンジンの回転速度を制御します。Slow側にすると
エンジンの速度が低下します。レバーを SLOW方
向へ動かすとエンジン速度が遅くなります スロッ
トルの設定位置により、ブレードの回転速度、走
行コントロールレバーの反応、走行速度が影響を
受けます。芝を刈る時には常にスロットルを Fast
位置にセットしてエンジンを最高速度で回転させ
てください。

PTOスススイイイッッッチチチ

PTOスイッチは刈り込み刃ブレードの作動と停止
を行います。

アアアワワワーーーメメメーーータタタ

エンジンの積算運転時間を表示します。キーが RUN
位置にある時に作動します。表示時間を目安にして
定期整備の計画を立ててください。

グググロロローーープププラララグググ・・・ララランンンプププオオオレレレンンンジジジ色色色

グロープラグ表示灯は、キーをON位置にした時に
点灯し、6秒間点灯しつづけます。ランプが消えた
ら、エンジンを始動することができます。

エエエンンンジジジンンン冷冷冷却却却液液液ののの温温温度度度警警警告告告灯灯灯

エンジンの冷却水の温度が異常に高くなるとランプ
が点灯し、ブレードの回転を停止させます。水温が
更に10℃上昇するとエンジンを停止させます。

重重重要要要 万万万一一一、、、ブブブレレレーーードドドののの回回回転転転ががが止止止まままっっっててて冷冷冷却却却水水水温温温度度度
警警警告告告灯灯灯ががが点点点灯灯灯しししたたたららら、、、PTOスススイイイッッッチチチををを切切切りりり、、、平平平ららら
ででで安安安全全全ななな場場場所所所へへへ移移移動動動ししし、、、スススロロロッッットトトルルルレレレバババーーーををを Slow
位位位置置置にににセセセッッットトトししし、、、走走走行行行コココンンントトトロロローーールルルレレレバババーーーをををニニニュュューーー
トトトラララルルル固固固定定定位位位置置置にににセセセッッットトトししし、、、駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけててて
くくくだだださささいいい。。。そそそしししてててそそそのののまままままま、、、エエエンンンジジジンンン温温温度度度ががが安安安全全全レレレ
ベベベルルルににに下下下がががるるるまままででで数数数分分分間間間待待待っっってててくくくだだださささいいい。。。エエエンンンジジジ
ンンンををを止止止めめめ、、、冷冷冷却却却系系系統統統ををを点点点検検検すすするるる 冷冷冷却却却系系系統統統ををを点点点検検検すすす
るるる (ペペペーーージジジ 21)ををを参参参照照照。。。

充充充電電電イイインンンジジジケケケーーータタタ

充電系統に異常が発生すると点灯します。

オオオイイイルルル圧圧圧警警警告告告灯灯灯

エンジンオイルの圧力が異常に低下するとこの警
告灯が点灯します。万一このようなことが起こっ
た場合には、エンジンを停止し油圧低下の原因を
調べてください。必ず修理してから運転を再開し
てください。

燃燃燃料料料計計計

燃料計図 8は、燃料タンクに残っている燃料の量を
表示します。

図図図 8

1. 燃料計
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仕仕仕様様様
注注注 仕様および設計は予告なく変更される場合があ
ります。

長さ 246.4 cm

幅後輪 144.8cm

高さROPS を立てた状態 182.9 cm

高さROPS を下げた状態 121.9cm

ウェイト72” 側方排出 (30354
と 30481)

934kg

ウェイト60” 側方排出 (30456) 900kg

ウェイト72” ベースデッキ
(30353)

876kg

ウェイト62” ベースデッキ
(30457)

855kg

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

トロが認定した各種のアタッチメントやアクセ
サリがそろっており、マシンの機能をさらに広げ
ることができます。 詳細は弊社の正規サービス
ディーラ、または代理店へお問い合わせください。
www.Toro.comでもすべての認定アタッチメントとア
クセサリをご覧になることができます。

運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

注注注意意意
こここののの機機機械械械ののの運運運転転転音音音ははは、、、オオオペペペレレレーーータタタののの耳耳耳ののの位位位置置置ででで
85 dBAとととなななりりり、、、長長長時時時間間間使使使用用用しししつつつづづづけけけるるるととと聴聴聴覚覚覚ににに
障障障害害害ををを起起起こここすすす可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

運運運転転転ににに際際際しししてててははは聴聴聴覚覚覚保保保護護護具具具ををを使使使用用用すすするるるこここととと。。。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる
ASTM D975または EN590規格を満たす、硫黄分の
少ない極微量15 ppm未満の新しい軽油またはバイオ
ディーゼル燃料以外は使用しないでください。セタ
ン値が 40以上のものをお使いください。燃料の劣
化を避けるため、180日以内に使いきれる程度の量
を購入するようにしてください。

重重重要要要 規規規格格格ををを満満満たたたしししててていいいななないいい軽軽軽油油油ををを使使使用用用すすするるるととと、、、排排排
気気気系系系統統統にににトトトラララブブブルルルががが発発発生生生しししままますすす。。。

燃燃燃料料料容容容量量量 43.5リットル

気温が -7℃以上では夏用燃料2号軽油を使用します
が、気温が -7℃以下の季節には冬用燃料1号軽油ま
たは1号と2号の混合を使用してください。低温下で
冬用ディーゼル燃料を使うと、発火点や流動点が下
がってエンジンが始動しやすくなるばかりでなく、
燃料の成分分離ワックス状物質の沈殿によるフィル
タの目詰まりを防止できるなどの利点があります。

気温が -7°以上の季節には夏用燃料を使用する方
が、燃料ポンプの寿命を延ばします。

重重重要要要 デデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料ののの代代代わわわりりりににに灯灯灯油油油やややガガガソソソリリリンンン
ををを使使使わわわななないいいでででくくくだだださささいいい。。。こここののの注注注意意意ををを守守守らららななないいいとととエエエ
ンンンジジジンンンががが破破破損損損しししままますすす。。。

警警警告告告
燃燃燃料料料ををを飲飲飲みみみ込込込むむむととと非非非常常常ににに危危危険険険ででで生生生命命命ににに関関関わわわるるる。。。
まままたたた気気気化化化しししたたた燃燃燃料料料ににに長長長期期期間間間ふふふれれれるるるととと身身身体体体ににに重重重篤篤篤
ななな症症症状状状ややや疾疾疾病病病ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 燃燃燃料料料蒸蒸蒸気気気ををを長長長時時時間間間吸吸吸わわわななないいいよよようううにににすすするるる。。。

• ノノノズズズルルルやややタタタンンンククク、、、コココンンンデデディィィシシショョョナナナーーー注注注入入入口口口
にににははは顔顔顔ををを近近近づづづけけけななないいいこここととと。。。

• 燃燃燃料料料蒸蒸蒸気気気ががが目目目ややや肌肌肌ににに触触触れれれななないいいよよようううにににすすするるる

バババイイイオオオデデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料対対対応応応

この機械はバイオディーゼル燃料を混合したB20燃
料バイオディーゼル燃料が20、通常軽油が80を使用
することができます。ただし、混合されている軽油
のイオウ含有量は極低レベルである必要がありま
す。以下の注意を守ってお使いください。

• バイオディーゼル成分が ASTM D6751または
EN 14214に適合していること。
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• 混合後の成分構成が ASTM D975または EN 590
に適合していること。

• バイオディーゼル混合燃料は塗装部を傷める可
能性がある。

• 時間経過による劣化がありうるので、シール部
分、ホース、ガスケットなど燃料に直接接する
部分をまめに点検すること。

• バイオディーゼル混合燃料に切り替えてからし
ばらくの間は燃料フィルタが目詰まりを起こ
す可能性があります。

• バイオディーゼルについて更に詳しい情報は、
代理店にお問い合わせください。

危危危険険険
燃燃燃料料料ははは非非非常常常ににに引引引火火火爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああるるる。。。発発発
火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災ななな
どどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええたたた
状状状態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたた燃燃燃料料料はははふふふききき取取取るるる。。。

• 箱箱箱型型型トトトレレレーーーラララににに本本本機機機ををを搭搭搭載載載しししたたた状状状態態態でででははは、、、
絶絶絶対対対ににに本本本機機機へへへののの燃燃燃料料料補補補給給給をををしししてててはははななならららななないいい。。。

• 燃燃燃料料料取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや炎炎炎
ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

• 燃燃燃料料料ははは安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ににに
入入入れれれ、、、子子子供供供ののの手手手ののの届届届かかかななないいい場場場所所所ででで保保保管管管すすするるる。。。
180日日日分分分以以以上上上ののの買買買いいい置置置きききははは避避避けけけるるる。。。

• 運運運転転転時時時にににははは必必必ずずず適適適切切切ななな排排排気気気シシシススステテテムムムををを取取取りりり
付付付けけけ正正正常常常ななな状状状態態態ででで使使使用用用すすするるるこここととと。。。

危危危険険険
燃燃燃料料料ををを補補補給給給中中中、、、静静静電電電気気気ににによよよるるる火火火花花花がががガガガソソソリリリンンンににに
引引引火火火すすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすす
るるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 燃燃燃料料料容容容器器器ははは車車車かかかららら十十十分分分ににに離離離ししし、、、地地地面面面ににに直直直接接接
置置置いいいててて給給給油油油すすするるる。。。

• 車車車ににに乗乗乗せせせたたたままままままののの容容容器器器にににガガガソソソリリリンンンををを補補補給給給ししし
ななないいい。。。車車車両両両のののカカカーーーペペペッッットトトやややプププラララスススチチチッッッククク製製製
ののの床床床材材材なななどどどががが絶絶絶縁縁縁体体体とととなななっっっててて静静静電電電気気気ののの逃逃逃げげげ
場場場がががなななくくくなななるるるのののででで危危危険険険ででであああるるる。。。

• 可可可能能能ででであああれれればばば、、、機機機械械械ををを地地地面面面ににに降降降ろろろししし、、、車車車輪輪輪
ををを地地地面面面ににに接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

• 機機機械械械ををを車車車ににに搭搭搭載載載しししたたたままままままででで給給給油油油ををを行行行わわわなななけけけ
れれればばばいいいけけけななないいい場場場合合合にににははは大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルル
かかからららでででなななくくく、、、小小小型型型ののの容容容器器器かかかららら給給給油油油すすするるる。。。

• 大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルルかかかららら直直直接接接給給給油油油しししなななけけけれれれ
ばばばななならららななないいい場場場合合合にににははは、、、ノノノズズズルルルををを燃燃燃料料料タタタンンンククク
ののの口口口ににに常常常時時時接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる
1. 平らな場所に駐車する。

重重重要要要 左左左右右右ののの燃燃燃料料料タタタンンンクククははは相相相互互互ににに連連連結結結ささされれれててていいい
ままますすすががが、、、左左左右右右ののの量量量ががが同同同じじじににになななるるるのののににに多多多少少少ののの時時時間間間
がががかかかかかかりりりままますすす。。。燃燃燃料料料ののの補補補給給給ははは平平平らららななな場場場所所所ででで行行行っっっ
てててくくくだだださささいいい。。。斜斜斜面面面ででで補補補給給給すすするるるととと、、、低低低いいい側側側のののタタタ
ンンンクククかかかららら燃燃燃料料料がががこここぼぼぼれれれだだだすすす危危危険険険がががああありりりままますすす。。。

2. エンジンを止め、駐車ブレーキを掛ける。

3. 各燃料タンクのキャップの周囲をきれいに拭
いてからキャップを取る。

重重重要要要 斜斜斜面面面ででで燃燃燃料料料タタタンンンクククのののふふふたたたををを開開開けけけななないいいでででくくく
だだださささいいい。。。燃燃燃料料料ががが流流流れれれ出出出るるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

4. 両方の燃料タンクに、上面から約 25mm下ま
で燃料を補給する図 9。入入入れれれすすすぎぎぎななないいいよよようううににに
注注注意意意すすするるるこここととと。。。

図図図 9

1. タンクの首の根元

5. 燃料タンクのキャップをしっかりとはめる。
こぼれた燃料はふき取る。

注注注可能であれば、作業後に毎回燃料を補給しておく
ようにしてください。これにより燃料タンク内の結
露を少なくすることができます。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
エンジンを始動させる前に、エンジンオイルの量を
点検してください手順はエンジンオイルの量を点検
する (ページ 39)を参照してください。

冷冷冷却却却系系系統統統ををを点点点検検検すすするるる
エンジンを始動させる前に、冷却系統を点検してく
ださい手順は 冷却系統を点検する (ページ 21)を参
照してください。

油油油圧圧圧シシシススステテテムムムををを点点点検検検すすするるる
エンジンを始動させる前に、油圧系統を点検してく
ださい手順は油圧系統の整備 (ページ 52)を参照し
てください。

21
 



ROPS横横横転転転保保保護護護バババーーーにににつつついいいててて

警警警告告告
転転転倒倒倒事事事故故故ののの際際際ののの負負負傷傷傷ややや死死死亡亡亡ををを防防防止止止すすするるるたたためめめ
ににに ROPSははは必必必ずずず立立立てててたたた位位位置置置にににロロロッッックククしししててておおおききき、、、
運運運転転転時時時にににはははシシシーーートトトベベベルルルトトトををを着着着用用用すすするるるこここととと。。。

まままたたた、、、運運運転転転席席席後後後部部部がががラララッッッチチチででで固固固定定定ささされれれててていいいるるる
ここことととををを確確確認認認すすするるるこここととと。。。

警警警告告告
ROPSををを下下下げげげるるるととと横横横転転転ににに対対対すすするるる保保保護護護効効効果果果はははななな
くくくなななるるる。。。

• どどどうううしししてててももも必必必要要要ななな時時時以以以外外外にににははは ROPSををを下下下げげげ
ななないいいこここととと。。。

• ROPSををを下下下げげげててて乗乗乗車車車しししててていいいるるるととときききにににはははシシシーーー
トトトベベベルルルトトトををを着着着用用用しししななないいいこここととと。。。

• 運運運転転転はははゆゆゆっっっくくくりりり慎慎慎重重重にににおおおこここなななうううこここととと。。。

• 頭頭頭上上上ののの障障障害害害物物物がががなななくくくなななっっったたたららら直直直ちちちににに ROPS
ををを立立立てててるるるこここととと。。。

• 頭頭頭上上上ののの安安安全全全木木木ののの枝枝枝、、、門門門、、、電電電線線線なななどどどににに注注注意意意
ししし、、、こここれれれらららににに機機機械械械ややや頭頭頭をををぶぶぶつつつけけけななないいいよよようううににに
注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 どどどうううしししてててももも必必必要要要ななな時時時以以以外外外にににははは ROPSををを下下下げげげななな
いいいこここととと。。。

1. 保護バーを降ろすには、ヘアピンコッターを
抜き、スプリングに逆らって保護バーを前に
倒し、ピン2本を引き抜く図 10。

図図図 10

1. ROPS 3. ヘアピンコッター

2. ピン

2. バーを降ろす(図 11).

図図図 11

1. ピン 3. 取り付け穴

2. ROPS

3. ピン2本を取り付け、ヘアピンコッターで固定
する図 10。

重重重要要要 運運運転転転席席席後後後部部部がががラララッッッチチチででで固固固定定定ささされれれててていいいるるるこここ
とととををを確確確認認認すすするるるこここととと。。。

4. 保護バーを立てるには、ヘアピンコッターを
外して、ピン2本を抜き取る図 10。

5. ROPSをまっすぐに立ててピンで固定し、ヘア
ピンコッターでロックする (図 10)。

重重重要要要 ROPSををを立立立てててててて乗乗乗車車車すすするるるととときききにににははは必必必ずずずシシシーーートトト
ベベベルルルトトトををを着着着用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。ROPSををを下下下げげげててて乗乗乗るるる時時時
ははは、、、シシシーーートトトベベベルルルトトトををを締締締めめめななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

安安安全全全第第第一一一
安全についての章に記載されている注意事項をすべ
てよく読んでください。オペレータや周囲の人を事
故から守る重要な情報が掲載されています。
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危危危険険険
ぬぬぬれれれたたた芝芝芝ののの上上上ややや急急急ななな斜斜斜面面面でででははは、、、スススリリリッッップププなななどどどににに
よよよっっっててて機機機体体体ををを制制制御御御ででできききなななくくくなななるるる危危危険険険ががが大大大きききいいい。。。

車車車輪輪輪ががが溝溝溝なななどどどににに落落落ちちちててて機機機体体体ががが転転転倒倒倒すすするるるととと、、、最最最
悪悪悪ののの場場場合合合、、、死死死亡亡亡事事事故故故なななどどどののの重重重大大大ななな事事事故故故とととなななるるる
危危危険険険がががあああるるる。。。

ROPSををを下下下げげげたたた状状状態態態でででははは、、、ROPSににによよよるるる安安安全全全保保保
護護護ははは機機機能能能しししななないいい。。。

運運運転転転すすするるるととときききにににははは必必必ずずずROPS横横横転転転保保保護護護バババーーーををを立立立
ててててててロロロッッックククししし、、、シシシーーートトトベベベルルルトトトををを着着着用用用すすするるるこここととと。。。

ROPSににに関関関すすするるる説説説明明明ややや警警警告告告をををよよよくくく読読読んんんででで注注注意意意
事事事項項項ををを守守守るるるこここととと。。。

危危危険険険ををを避避避けけけ、、、転転転倒倒倒事事事故故故ををを防防防止止止すすするるるたたためめめににに

• 段段段差差差ややや溝溝溝、、、池池池ややや川川川ののの近近近くくくなななどどどでででははは作作作業業業しししななな
いいい。。。

• 斜斜斜面面面でででははは速速速度度度ををを落落落とととししし、、、よよよりりり慎慎慎重重重ななな運運運転転転ををを
心心心がががけけけるるる。。。

• 急急急旋旋旋回回回しししたたたりりり不不不意意意ににに速速速度度度ををを変変変えええたたたりりりしししななないいい。。。

図図図 12

1. 安全に作業できる 3. 池

2. 段差や溝、池や川の近く
などの刈り込みには歩行
型芝刈機やハンドトリマー
を使う。

注注注意意意
こここののの機機機械械械ののの運運運転転転音音音ははは、、、オオオペペペレレレーーータタタののの耳耳耳ののの位位位置置置ででで
85 dBAとととなななりりり、、、長長長時時時間間間使使使用用用しししつつつづづづけけけるるるととと聴聴聴覚覚覚ににに
障障障害害害ををを起起起こここすすす可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

運運運転転転ににに際際際しししてててははは聴聴聴覚覚覚保保保護護護具具具ををを使使使用用用すすするるるこここととと。。。

目、耳、足、頭などの保護具を使用されることをお
勧めします。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキののの操操操作作作
停止中や、誰も乗車していない時は、必ず駐車ブ
レーキを掛けてください。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキののの掛掛掛けけけ方方方

1. 走行コントロールレバー(図 17)をニュートラ
ル固定位置にセットする。

2. 駐車ブレーキレバーを後ろに引き上げて、駐
車ブレーキを掛ける図 13。

注注注 駐車ブレーキレバーが、確実にセット位置
に保持されていることが必要です。

G020868

1

図図図 13

1. 駐車ブレーキレバー

警警警告告告
斜斜斜面面面でででははは、、、駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキののの機機機能能能ががが十十十分分分でででななな
くくく機機機体体体ががが動動動ききき出出出しししててて人人人身身身事事事故故故ややや物物物損損損事事事故故故ををを
起起起こここすすす危危危険険険がががあああるるる。。。

法法法面面面ににに駐駐駐車車車すすするるる場場場合合合にににははは必必必ずずず車車車輪輪輪ににに輪輪輪止止止めめめ
ををを掛掛掛けけけるるるこここととと。。。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキののの外外外ししし方方方

ブレーキレバーを前に倒して解除する図 14。
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1
図図図 14

1. 駐車ブレーキレバー

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動ととと停停停止止止

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動手手手順順順

1. ROPSを立ててロックし、運転席に座ってシー
トベルトを締める。

2. 走行コントロールがニュートラル固定位置に
あることを確認する。

3. 駐車ブレーキを掛ける 駐車ブレーキの掛け
方 (ページ 23)を参照。

4. PTOスイッチをOFF位置にする図 15。

図図図 15

1. 始動スイッチ 3. グロープラグランプ

2. スロットルコントロール 4. PTOスイッチ

5. スロットルレバーを Fastと Slowの中間にセッ
トする図 15。

6. キーを RUN位置に回す図 16。

グロープラグランプが6秒間点灯する。

図図図 16

1. 始動スイッチ 3. Run/グロープラグ

2. OFF 4. 始動

7. グローランプが消えたら、キーをSTART位置
に回す。エンジンが始動したら、キーから手
を離す。

重重重要要要 スススタタターーータタタモモモーーータタタををを 15秒秒秒間間間以以以上上上連連連続続続ででで使使使用用用
すすするるるとととオオオーーーバババーーーヒヒヒーーートトトすすするるる危危危険険険がががああありりりままますすす

注注注 燃料系統から燃料を一度完全に抜いた後に
は、一度の始動操作でエンジンが始動できな
い場合があります。

8. エンジンと油圧系統が十分に暖まるまで、ス
ロットルレバーを Fastと Slowの中間にセッ
トしたままで待つ。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンををを初初初めめめててて始始始動動動すすするるる時時時、、、オオオイイイルルル
ををを交交交換換換しししたたた後後後、、、エエエンンンジジジンンン、、、トトトララランンンスススミミミッッッシシショョョ
ンンンまままたたたはははホホホイイイーーールルルモモモーーータタタのののオオオーーーバババーーーホホホーーールルルををを
行行行っっったたた後後後ははは、、、スススロロロッッットトトルルルレレレバババーーーををを Slow位位位置置置ににに
セセセッッットトトしししてててエエエンンンジジジンンンををを低低低速速速ででで回回回転転転さささせせせたたた状状状態態態
ででで、、、前前前進進進おおおよよよびびび後後後退退退走走走行行行をををそそそれれれぞぞぞれれれ 1-2分分分間間間
行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。まままたたた、、、昇昇昇降降降レレレバババーーーやややPTOレレレ
バババーーーををを操操操作作作しししててて各各各部部部ののの作作作動動動状状状態態態ををを確確確認認認すすするるる。。。
以以以上上上ののの点点点検検検ののの後後後、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止さささせせせ、、、オオオイイイ
ルルルののの量量量、、、漏漏漏れれれややや各各各部部部のののゆゆゆるるるみみみややや不不不具具具合合合なななどどどががが
ななないいいかかか、、、さささらららににに点点点検検検すすするるる。。。

注注注意意意
機機機体体体ののの点点点検検検ををを行行行ううう前前前ににに、、、機機機械械械ののの可可可動動動部部部がががすすす
べべべててて完完完全全全ににに停停停止止止しししててていいいるるるここことととををを必必必ずずず確確確認認認
すすするるるこここととと。。。

エエエンンンジジジンンンののの停停停止止止手手手順順順

1. PTOスイッチを切り、走行コントロールレ
バーをニュートラル固定位置にセットし、駐
車ブレーキを掛け、スロットルレバーを Slow
位置にセットする。

2. エンジンをアイドル回転させた状態で 60秒間
待つ。

3. キーを OFF位置に回す図 16。すべての部分が
完全に停止してから運転席を立つ。

4. 輸送や格納保管に際しては、忘れずに始動
キーを抜き取る。

24
 



重重重要要要 キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままででで放放放置置置すすするるるととと、、、燃燃燃料料料ポポポ
ンンンプププやややアアアクククセセセサササリリリががが作作作動動動しししてててバババッッッテテテリリリーーー上上上ががが
りりりををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

注注注意意意
置置置きききっっっぱぱぱなななしししののの機機機械械械ををを子子子供供供なななどどどがががいいいたたたずずず
らららででで運運運転転転すすするるるととと大大大きききななな事事事故故故ににになななるるる恐恐恐れれれががが
あああるるる。。。

機機機械械械かかかららら離離離れれれるるる時時時にににははは、、、たたたとととえええ数数数分分分間間間ででで
あああっっってててももも必必必ずずず駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、キキキーーーををを
抜抜抜ききき取取取るるる。。。

運運運転転転
エンジンの速度1分間の回転数はスロットルコント
ロールによって制御されています。スロットルコン
トロールを高速位置にするとベストのパフォーマン
スが得られます。芝刈り作業を行う時は、必ずス
ロットルを Fast位置にセットしてください。

注注注意意意
こここののの機機機械械械ははは高高高速速速旋旋旋回回回ががが可可可能能能ななな機機機械械械ででであああるるる。。。確確確実実実
にににコココンンントトトロロローーールルルしししななないいいととと人人人身身身事事事故故故ややや機機機械械械ををを破破破
損損損すすするるるなななどどどののの事事事故故故ををを起起起こここすすす。。。

• 旋旋旋回回回動動動作作作ははは十十十分分分ににに注注注意意意しししててて行行行うううこここととと。。。

• 小小小さささななな旋旋旋回回回ををを行行行ううう前前前にににははは速速速度度度ををを十十十分分分ににに落落落ととと
すすすこここととと。。。

1. 駐車ブレーキを解除する 駐車ブレーキの外し
方 (ページ 23)を参照。

注注注 駐車ブレーキを掛けたままで走行コント
ロールレバーを操作すると、エンジンが停止
します。

2. レバーを中央位置ロック解除位置にする。

3. 以下の要領で運転する

• 前への直進走行両方のレバーをゆっくり
と前に押す(図 17)。

• 後への直進走行両方のレバーをゆっくり
と後に引く(図 17)。

• 旋回両方のレバーを手前に引いて走行速度
を落とし、曲がりたい方向と反対側のレ
バーを押す (図 17)。

• 停止両方のレバーをニュートラル位置に
する。

注注注 前進後退とも、レバーを遠くへ押す引くほ
ど走行速度が上がります。

図図図 17

1. 走行コントロールレ
バー ニュートラル固定位置

3. 前進

2. 中央ロック解除位置 4. 後退

停停停止止止
走行を停止するには、走行コントロールレバーを
ニュートラルにしてロック位置にセットし、PTOス
イッチを切り、スロットルを低速位置にしてから
キーをOFF位置に回してエンジンを停止させます。

運転席を離れるときには駐車ブレーキを掛けてくだ
さい「駐車ブレーキの掛け方」を参照。また、忘れ
ずに始動キーを抜き取ってください。

注注注意意意
置置置きききっっっぱぱぱなななしししののの機機機械械械ををを子子子供供供なななどどどがががいいいたたたずずずらららででで運運運
転転転すすするるるととと大大大きききななな事事事故故故ににになななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

機機機械械械かかかららら離離離れれれるるる時時時にににははは、、、たたたとととえええ数数数分分分間間間ででであああっっっててて
ももも必必必ずずず駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、キキキーーーををを抜抜抜ききき取取取るるる。。。

芝芝芝刈刈刈りりり作作作業業業

芝芝芝刈刈刈りりりデデデッッッキキキののの上上上昇昇昇ととと下下下降降降デデデッッッキキキ昇昇昇降降降ススス
イイイッッッチチチ

デッキ昇降スイッチはデッキアタッチメントの上昇
と下降を行うスイッチです図 18。このレバーは、エ
ンジンが掛かっていないと使用できません。
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図図図 18

1. デッキ昇降スイッチ

• デッキを下降させるには、スイッチを下に押
す図 18。

重重重要要要 デデデッッッキキキををを下下下降降降さささせせせるるるととと、、、デデデッッッキキキはははフフフロロローーー
トトト・・・アアアイイイドドドルルル位位位置置置にににセセセッッットトトささされれれままますすす。。。

• デッキを上昇させるには、スイッチを上に押
す図 18。

重重重要要要 デデデッッッキキキががが完完完全全全ににに上上上昇昇昇下下下降降降しししたたたららら、、、スススイイイッッッチチチかかか
ららら手手手ををを離離離しししてててくくくだだださささいいい。。。スススイイイッッッチチチををを押押押しししつつつづづづけけけるるるととと
油油油圧圧圧系系系統統統ををを破破破損損損さささせせせるるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

注注注デッキを上昇位置にロックするには、上昇位置か
らさらに 15 cm上昇させ、刈高ストップピンを抜い
て、ピンを刈高 15cmの穴に通します(図 20)。

PTO ををを入入入れれれるるる

PTOスイッチは、芝刈りブレードなどのアタッチメ
ントを ON/OFFするスイッチです。

1. エンジンが冷えている場合には、PTOの操作
を行う前に 510分間程度のウォームアップを
行う。

2. 運転席に座った状態で、走行コントロールレ
バーにかけている力を抜いてレバーをニュー
トラル位置にもどす。

3. PTOスイッチを引くと PTOが作動を開始す
る(図 19)。

図図図 19

1. PTO スイッチ

PTO ををを解解解除除除すすするるる

PTOを解除するには、PTOスイッチを OFF位置
にします。

刈刈刈りりり高高高ををを調調調整整整すすするるる
刈高の調整範囲は、25-152 mmで、ストップピンの
取り付け穴を変更することにより、6 mm刻みで調
整することができます。

1. エンジンを始動し、デッキの昇降スイッチを
上に押してデッキを一番高い位置まで上昇さ
せたらすすすぐぐぐにににスススイイイッッッチチチかかかららら手手手ををを離離離すすす図 18。

2. ストップピンについているロールピンを回し
てピンと刈高設定穴のスロットとが整列した
ところでピンを抜き取る (図 20)。

3. 刈高ブラケットについている穴から、希望す
る刈高に対応する穴を見つけ、その穴にピン
を通し、ピンを回してロックする (図 20)。

注注注 穴は全部で4列あります図 20。外周側の列
は、外周部に刻印されている通りの刈高の穴
です。2列目の穴は、それぞれ 1列目プラス
6 mmの刈り高となります。3列目の穴は、そ
れぞれ 1列目プラス 12 mmの刈り高となりま
す。一番下の列の穴は、それぞれ 3列目プラ
ス 18 mmの刈り高となります。刈高 152mmだ
けは例外で、2列目のはずれにあります。こ
の穴にセットすると 刈高 152 mmとなります
6 mmアップにはなりません。
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図図図 20

1. ストップピン 2. 刈高ストップ

4. 必要に応じて芝削り防止ローラとスキッドの
調整を行う。

スススキキキッッッドドドののの調調調整整整
刈高 64 mm以上にて使用する場合には、スキッドを
下位置に取り付け、それ以下の刈高で使用する場
合には、上位置に取り付けます。

注注注 Guardian®デッキの場合、スキッドが磨耗した
ら、裏表を反転させて使用することができます。
これにより、1枚のスキッドをより長く使うこと
ができます。

1. PTOスイッチを切り、走行コントロールレ
バーをニュートラル固定位置にセットし、駐
車ブレーキを掛ける。

2. スロットルレバーを Slow位置にセットし、エ
ンジンを停止し、キーを抜き取り、各部が完全
に停止したのを確認してから運転席を降りる。

3. 各スキッドの前部についているネジガーディ
アンデッキはスキッド2枚、側方排出デッキは
スキッド1枚をゆるめる。

図図図 21

1. ネジ 3. スキッド

2. フランジヘッドボルト 4. ナット

4. 各スキッドからフランジヘッドボルトとナッ
トを外す。

5. 各スキッドを希望位置に合わせて、フランジ
ヘッドボルトとナットで固定する。

注注注 スキッドの調整は、一番上の穴または真ん
中の穴のどちらかで行ってください。一番下の
穴は、ガーディアンデッキで左右を入れ替えて
使うための穴です裏返した状態で上穴となる。

6. 各スキッドの前部についているねじを 9-11 N.m
にトルク締めする。

後後後部部部芝芝芝削削削りりり防防防止止止ロロローーーラララををを調調調整整整すすするるる
刈高を変更した場合には、後ろの芝削り防止ローラ
を調整する必要があります。

1. PTOスイッチを切り、走行コントロールレ
バーをニュートラル固定位置にセットし、駐
車ブレーキを掛ける。

2. スロットルレバーを Slow位置にセットし、エ
ンジンを停止し、キーを抜き取り、各部が完全
に停止したのを確認してから運転席を降りる。

3. 刈高変更後、ローラの調整を行うフランジ
ナット、ブッシュ、スペーサ、ボルトを外
す (図 22)。
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図図図 22

1. フランジナット 4. スペーサ

2. ブッシュ 5. ボルト

3. 芝削り防止ローラ

4. 設定した刈高に一番近い数値の穴を、芝削り
防止ローラの取り付け穴とする(図 23)。

図図図 23

1. 38mm 3. 64mm
2. 51mm 4. 76 mm またはそれ以上

5. フランジナット、ブッシュ、スペーサ、ボル
トを取り付ける。

注注注 54-61 Nmにトルク締めする図 22。

ロロローーーラララををを調調調整整整すすするるる
刈高 64 mm以上にて使用する場合には、ローラを
下位置に取り付け、それ以下の刈高で使用する場
合には、上位置に取り付けます。

1. PTOスイッチを切り、走行コントロールレ
バーをニュートラル固定位置にセットし、駐
車ブレーキを掛ける。

2. スロットルレバーを Slow位置にセットし、エ
ンジンを停止し、キーを抜き取り、各部が完全
に停止したのを確認してから運転席を降りる。

3. 機体前部を浮かせ、ジャッキスタンドで支持
する。

4. デッキのローラを固定しているボルトナット
類を外して、ローラの高さを調整する使用す
るデッキのタイプに合わせて 図 24から 図 28
を参照。

図図図 24
すべてのデッキに共通

1. 前ローラ 2. ローラシャフト

図図図 25
ガーディアンデッキの場合のみ

1. ボルト 4. ナット

2. 後部デッキ裏側ローラ 5. ブラケット

3. スペーサ
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図図図 26
ガーディアンデッキの場合のみ

1. ボルト 3. ナット

2. 前部デッキ裏側ローラ 4. ブラケット

図図図 27
側方排出デッキの場合のみ

1. ボルト 4. ナット

2. シュート側ローラ 5. ブラケット

3. スペーサ

図図図 28
側方排出デッキの場合のみ

1. ボルト 3. デッキ裏側ローラ2本
2. ローラシャフト 4. ブラケット

5. 図のように固定する。

イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムム

注注注意意意
イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチははは安安安全全全装装装置置置でででああありりりこここれれれををを
取取取りりり外外外すすすととと予予予期期期せせせぬぬぬ人人人身身身事事事故故故ががが起起起こここりりり得得得るるる。。。

• イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチをををいいいたたたずずずらららしししななないいい。。。

• 作作作業業業前前前にににイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの動動動作作作ををを点点点検検検
ししし、、、不不不具具具合合合がががあああれれればばば作作作業業業前前前ににに交交交換換換修修修理理理すすするるる。。。

イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムムのののしししくくくみみみ

安全のために、以下の条件がそろわないとエンジン
を始動できないようになっています。

• 運転席に座っているか駐車ブレーキが掛かっ
ている。

• PTOが解除されている。

• 走行コントロールレバーがニュートラルロック
位置にある。

• エンジン温度が規定最高温度未満である。

インタロックシステムはまた、駐車ブレーキを掛け
たままで走行コントロールレバーを操作すると、エ
ンジンを停止させます。PTOを動作させたままで
運転席から立ち上がった場合にも1秒後にエンジン
を停止させます。
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イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムムのののテテテススストトト

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

機械を使用する前には、必ずインタロックシステム
のテストをしてください。安全装置が正しく動作
しない場合には直ちに修理が必要です。弊社代理
店に連絡してください。

1. 着席し、駐車ブレーキを掛け、PTOを ONに
セットする。エンジンを始動させてみるクラ
ンキングしなければ正常。

2. 着席し、駐車ブレーキを掛け、PTOを OFF
にセットする。走行コントロールレバーの1
本を動かすニュートラル固定位置以外の位置
へ。エンジンを始動させてみるクランキング
しなければ正常。もう1本のレバーでも同じ手
順で点検する。

3. 着席し、駐車ブレーキを掛け、PTOを OFFに
セットし、走行コントロールレバーを両方とも
ニュートラル固定位置にセットする。エンジン
を掛ける。その状態で駐車ブレーキを解除し、
PTOを ONにセットし、運転席から少し立ち
上がる2秒以内にエンジンが停止すれば正常。

4. 運転席に着席せず、駐車ブレーキを掛け、PTO
を OFFにセットし、走行コントロールレバー
を両方ともニュートラル固定位置にセットす
る。エンジンを掛ける。その状態で走行コン
トロールレバー1本をセンター位置に動かす2
秒以内にエンジンが停止すれば正常。もう1本
のレバーでも同じ手順で点検する。

5. 運転席に着席せず、駐車ブレーキを解除し、
PTOを OFFにセットし、走行コントロールレ
バーを両方ともニュートラル固定位置にセッ
トする。エンジンを始動させてみるクランキ
ングしなければ正常。

SCM ををを使使使っっったたた故故故障障障探探探究究究

このマシンでは、SCM標準コントロールモジュー
ルが様々な機能を監視しています。SCMはコント
ロールパネルの下にあります。サイドパネルカバー
を外すと SCMがあります(図 29)。サイドパネルカ
バーを外すには、左右のラッチを解除して手前に
引いてください。

図図図 29

1. サイドパネルのカバー 2. ラッチ

SCMの表面に配置されている 11個の LEDによりシ
ステムの状態を確認することができます。システム
の確認には7個の LEDを使用します。各 LEDの表示
する内容については図 30を参照してください。SCM
の機能の詳細については、サービスマニュアル を
ご覧ください。サービスマニュアルは弊社正規代
理店にて入手していただけます。

図図図 30

1. オーバーヒートによるエンジン停止 エンジン温度が危険域に
達したためエンジンを停止した。冷却系統を点検する。

2. オーバーヒート警告 エンジン温度が危険域に達したため芝刈
りデッキを停止した。冷却系統を点検する。

3. オペレータが着席している。

4. PTOが ON。

5. 駐車ブレーキが掛かっていない。

6. コントロールがニュートラル位置。

7. SCM に電源が入っており、SCM は正常に機能している。
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座座座席席席ををを調調調整整整すすするるる

座座座席席席ののの前前前後後後位位位置置置調調調整整整

運転席は前後にスライド調整することができます。
体格に合わせて運転しやすい位置を選んでセットし
てください。

1. 調整は、レバーを横に動かしてシートのロッ
クを解除して行う(図 31)。

図図図 31

1. バックレスト調整ノブ 3. 腰部サポート調整ノブ

2. サスペンション調整ノブ 4. 前後調整レバー

2. 希望の位置に座席をスライドさせ、レバーか
ら手をはなせばその位置に固定する。

3. 座席が確実に固定されているのを確認するた
め、前後にゆすってみる。

座座座席席席のののサササスススペペペンンンシシショョョンンン調調調整整整

スムースで快適な乗り心地になるよう、サスペン
ションを調整することができます。一番運転しや
すい位置にセットしてください。

運転席に座らずに、座席前部にあるノブを、オペ
レータの体重に合わせてセットします(図 31)。

図図図 32

1. サスペンション調整ノブ 2. オペレータの体重設定

バババッッックククレレレススストトトののの位位位置置置調調調整整整

快適な乗り心地になるよう、背もたれを調整する
ことができます。すわり心地の一番よい位置に調
整してください。

調整は、右側アームレストの下にあるノブを回し
て行います(図 31)。

腰腰腰部部部サササポポポーーートトトののの調調調整整整

快適な乗り心地になるよう、背もたれの下部を調
整することができます。

調整は、左側アームレストの下にあるノブを回し
て行います(図 31)。

座座座席席席ラララッッッチチチののの外外外ししし方方方
運転席の下にある油圧システムその他の機器にア
クセスするには、運転席のラッチを外して運転席
を前に倒します。

1. 座席の前後調整レバーを使って、運転席を一
番前の位置にセットする。

2. ラッチを前方に引いて持ち上げるとラッチが
外れる図 33。
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1

図図図 33

1. シートラッチ

機機機体体体ををを手手手ででで押押押しししててて移移移動動動すすするるる
重重重要要要 牽牽牽引引引すすするるるととと油油油圧圧圧回回回路路路ががが破破破損損損すすするるる恐恐恐れれれがががああありりり
ままますすす。。。

機機機体体体ををを押押押しししててて移移移動動動すすするるるにににははは

1. PTOスイッチを切り、始動キーをOFF位置に
回す。走行コントロールレバーをニュートラ
ル固定位置にセットし、駐車ブレーキを掛け
る。キーを抜き取る。

2. 運転席を倒す。

3. 各バイパスバルブを左回りに1回転させる図
34。

これで油圧回路がバイパスされ、車輪が自由
に回るようになる。

重重重要要要 バババイイイパパパスススバババルルルブブブははは1回回回転転転以以以上上上さささせせせななないいいでででくくく
だだださささいいい。。。回回回ししし続続続けけけるるるとととバババルルルブブブががが外外外れれれててて油油油圧圧圧オオオ
イイイルルルががが流流流れれれ出出出てててしししまままいいいままますすす。。。

図図図 34

1. 右側バイパスバルブ 2. 左側バイパスバルブ

4. 駐車ブレーキを解除して移動を開始する。

通通通常常常運運運転転転へへへののの復復復帰帰帰

各バイパスバルブを右に回転させて手締めするお
およそ 8 Nm (図 34).

注注注バイパスバルブを締め付けすぎないでください。

バイパスバルブを内側に回転させないと、マシンは
走行できません。

機機機体体体をををトトトラララッッックククなななどどどににに載載載せせせるるるとととききき
トレーラやトラックへの積み込みは十分に注意して
行ってください。マシンの左右それぞれに細い歩み
板を使用するのでなく、後タイヤの両外側よりも広
い板を使用することをお奨めします図 35。トラクタ
のフレームの後ろ下部分左右の後輪の間を後方に延
長すると、マシンが後ろにのけぞるのを防止するこ
とができます。車幅をカバーできる広い歩み板を
使うと、万一マシンが傾いても、歩み板がフレー
ム部材を支えるのでマシンが転倒する危険があり
ません。広い歩み板を使うことができない場合に
は、できるだけ車幅全体をカバーできるように板の
数と置き方を工夫してください。

また、歩み板は、傾斜が15度以下となるような十
分に長いものを使ってください図 35。傾斜がきつ
いと、歩み板からトレーラやトラックに乗り移る
際に機体の一部が引っかかる恐れがあります。ま
た、後ろに転倒する危険性も高くなります。I斜面
で積み込みを行う場合には、トレーラやトラック
が谷側になるように、つまり、歩み板がなるべく
水平に近くなるように配置してください。これに
より歩み板の角度を小さくすることができます。
トレーラやトラックは、できるだけ荷床面が水平
になるように駐車してください。
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重重重要要要歩歩歩みみみ板板板ののの上上上でででははは旋旋旋回回回動動動作作作をををしししななないいいでででくくくだだださささいいい転転転
落落落すすするるる危危危険険険がががああありりりままますすす。。。

歩み板を上る際には急加速を避け、歩み板をバック
で下る際には急減速をさけてください。どちらの操
作も後ろに転倒する危険が高くなります。

警警警告告告
トトトレレレーーーラララやややトトトラララッッックククへへへののの積積積みみみ込込込みみみ時時時にににははは後後後ろろろへへへ
ののの転転転倒倒倒ややや転転転落落落ののの危危危険険険ががが高高高くくくなななりりり、、、そそそれれれだだだけけけ死死死亡亡亡
事事事故故故やややそそそののの他他他ののの人人人身身身事事事故故故ののの危危危険険険ももも高高高いいい。。。

• 歩歩歩みみみ板板板ののの上上上でででののの運運運転転転にににははは細細細心心心ののの注注注意意意ををを払払払ううう
こここととと。。。

• 歩歩歩みみみ板板板ははは幅幅幅ののの広広広いいいももものののををを使使使用用用すすするるるここことととマママシシシ
ンンンののの左左左右右右そそそれれれぞぞぞれれれににに細細細いいい歩歩歩みみみ板板板ををを使使使用用用しししななな
いいいこここととと。。。

• 細細細いいい歩歩歩みみみ板板板ををを使使使わわわざざざるるるををを得得得ななないいい場場場合合合にににははは、、、
数数数枚枚枚ののの板板板ををを並並並べべべててて機機機体体体よよよりりりももも十十十分分分ににに広広広いいい斜斜斜
面面面ををを作作作るるるよよようううにににすすするるる。。。

• 地地地表表表面面面かかからららトトトレレレーーーラララやややトトトラララッッックククににに歩歩歩みみみ板板板ををを渡渡渡
しししたたた時時時ののの角角角度度度ががが15度度度ををを超超超えええななないいいよよようううにににすすするるる。。。

• 歩歩歩みみみ板板板ををを上上上るるる際際際にににははは後後後ににに転転転倒倒倒すすするるる危危危険険険がががあああ
るるるのののででで急急急加加加速速速ををを避避避けけけるるる。。。

• 歩歩歩みみみ板板板をををバババッッックククででで降降降りりりるるる際際際にににははは後後後ににに転転転倒倒倒すすす
るるる危危危険険険がががあああるるるのののででで急急急減減減速速速ををを避避避けけけるるる。。。

図図図 35

1. トレーラ 3. 15度を超えないこと

2. 幅広の歩み板 4. 幅広の歩み板側面図

移移移動動動走走走行行行

警警警告告告
灯灯灯火火火類類類、、、低低低速速速走走走行行行車車車両両両ののの表表表示示示、、、リリリフフフレレレクククタタタななな
どどどををを装装装備備備せせせずずずににに公公公道道道ををを横横横切切切っっったたたりりり公公公道道道上上上ををを走走走
行行行すすするるるのののははは事事事故故故やややけけけがががののの原原原因因因とととなななるるる危危危険険険行行行為為為
ででであああるるる。。。

公公公道道道ををを走走走行行行すすするるる場場場合合合にににははは、、、必必必ずずずそそそれれれぞぞぞれれれののの地地地域域域
ででで定定定めめめららられれれててていいいるるる車車車両両両条条条件件件表表表示示示、、、灯灯灯火火火なななどどどををを満満満
たたたすすすよよようううななな装装装備備備ををを行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。

マシンの移送には十分に強度のあるトレーラやト
ラックを使用してください。トレーラやトラックに
は、法令で定められた灯火類やマークを必ず取り付
けてください。安全に関する注意事項はすべてよく
読んでください。オペレータや周囲の人を事故から
守る重要な情報が掲載されています。

移送に際しての準備

• 車両、ヒッチ、安全チェーン、トレーラなどに
ついて、作業に適した装備を行い、それぞれ
の地域の交通規則などを守って走行・作業し
てください。

• ブレーキをロックし、車輪に輪止めを掛ける。

• (また、トレーラやトラックに機械を載せて運搬
する場合には、地域の交通規則にしたがって、
ロープ、チェーン、ケーブルなどで確実に機体
を固定してください図 36。
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G020874

図図図 36

1. 機体前部のロープがけポイ
ント図は左側

2. 機体後部のロープ掛けポ
イント

ヒヒヒンンントトト

スススロロロッッットトトルルルははは高高高速速速ににに設設設定定定ししし走走走行行行速速速度度度ををを調調調整整整

芝刈り作業に必要なパワーを十分に引き出すため
に、エンジンは常にスロットル全開で使用し、コン
ディションに合わせて走行速度を調整してくださ
い。このコツは、刈り込みブレードへの負荷が大き
くなったら走行速度を遅くして走行に掛かる負荷
を下げてやることです。

刈刈刈りりり込込込みみみののの方方方向向向

刈り込みの方向を変えるようにしましょう同じルー
トで長期間刈り込むとターフにタイヤマークがつい
てしまいます。また、刈りかすの飛散方向も変わる
ので自然分解が促進され、栄養的にも有利です。

刈刈刈りりり込込込みみみ速速速度度度

コンディションに合わせて遅めの走行速度で刈る方
がきれいに刈り上がります。

刈刈刈高高高ををを下下下げげげすすすぎぎぎななないいい

いままで使っていた芝刈り機よりも広い刈り幅で刈
る場合には、以前の刈り高より少し高目の設定で
刈って、以前と同じ刈高に仕上がるか、凹凸面を
削らないか、確認してください。

適適適切切切ななな刈刈刈高高高ををを選選選択択択すすするるる

一度に切り取る長さは25 mm以内に抑えましょう。
草丈の1/3以上は刈り取らないのが原則です。成長
期の密生している芝生では、刈り込み速度を遅く
したり、刈り高設定をさらに一目盛り上げる必要
があるかもしれません。

重重重要要要 草草草丈丈丈ののの 1/3以以以上上上ををを刈刈刈りりり取取取るるる場場場合合合ややや、、、長長長くくく伸伸伸びびびたたた
まままばばばらららななな草草草地地地ををを刈刈刈るるる場場場合合合、、、あああるるるいいいははは乾乾乾燥燥燥しししたたた草草草地地地ををを
刈刈刈るるる場場場合合合にににははは、、、空空空中中中ににに舞舞舞うううほほほこここりりりををを減減減らららしししたたたりりり駆駆駆動動動
部部部へへへののの負負負荷荷荷ををを減減減らららすすす効効効果果果のののあああるるるフフフラララッッットトトセセセーーールルルブブブ
レレレーーードドドののの使使使用用用をををおおお奨奨奨めめめしししままますすす。。。

草草草丈丈丈ががが長長長いいい場場場合合合ののの刈刈刈りりり込込込みみみ

芝生が伸びすぎてしまった時や、濡れている芝を刈
る時は、刈り高を高めに設定して刈りましょう。そ
の後に通常の刈り高に下げてもう一度刈るときれい
に仕上がります。

デデデッッッキキキににに汚汚汚れれれをををたたためめめななないいい

芝刈り作業が終わったらホースと水道水で刈り込み
デッキの裏側を洗浄してください。ここに刈りか
すやごみが溜まると切れ味が落ち、仕上がりが悪
くなります。

火災防止のため、エンジンやマフラー、バッテ
リー、駐車ブレーキ、カッティングユニット、燃料
タンクなどの周囲に、余分なグリス、草や木の葉、
ほこりなどが溜まらないようご注意ください。こぼ
れたオイルや燃料はふきとってください。

ブブブレレレーーードドドののの保保保守守守

ブレードの刃先が鋭利であれば、芝草の切り口もき
れいです。シーズンを通してブレードの刃先を鋭利
にしておきましょう。切れ味の悪い刃先は芝草を引
きちぎるので、切り口が茶色に変色し、芝草の成長
を悪くし、また病気にもかかりやすくなります。ブ
レードの磨耗や破損を毎日点検してください。必要
に応じてブレードを研磨してください。ブレードが
破損したり磨耗したりした場合には、直ちに交換し
てください純正ブレードを使ってください。
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保保保守守守
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業

整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 10 時間
• フレーム取り付けボルトのトルク締めを行う。
• ホイールナットのトルク締めを行う。

使用開始後最初の 50 時間
• 芝刈りデッキのギアボックスのオイルの交換.
• エンジンオイルとフィルタの交換を行う。

使用開始後最初の 200 時間 • 油圧オイルとフィルタを交換する。

使用するごとまたは毎日

• 安全装置のテスト
• エンジンオイルの量を点検する。
• 冷却水の量を点検する。
• ラジエターは圧縮空気を吹き付けて清掃してください（水で清掃しないこと）。.
• 油圧オイルの量を点検する。
• 芝刈りデッキを洗浄する。

50運転時間ごと
• ベアリングとブッシュのグリスアップ
• バッテリーケーブルの接続状態を点検する。
• タイヤ空気圧を点検する。

100運転時間ごと • 走行ベルトの張りを点検する。

150運転時間ごと
• 芝刈りデッキのギアボックスのオイルの点検
• エンジンオイルとフィルタの交換を行う。

200運転時間ごと
• 冷却系統のホースとシールを点検する。亀裂が入っている場合は交換する。
• ホイールナットのトルク締めを行う。

400運転時間ごと

• 芝刈りデッキのギアボックスのオイルの交換.
• エアクリーナの整備
• 燃料フィルタのキャニスタを（水セパレータ）を交換する。
• 水セパレータから水や異物を流し出す。
• 燃料ラインとその接続を点検します。

800運転時間ごと
• 油圧オイルとフィルタを交換する。
• エンジンのバルブのクリアランスを点検する。エンジンマニュアルを参照のこと。

1500運転時間ごと • 可動部ホースを交換する。

2年ごと
• 燃料タンクを空にして内部を清掃します。
• 冷却系統の内部を洗浄し新しい冷却液に交換する

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備ににに関関関しししてててののの詳詳詳細細細ははは、、、付付付属属属のののエエエンンンジジジンンンマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。まままたたた、、、詳詳詳細細細ななな
サササーーービビビスススマママニニニュュュアアアルルルををを弊弊弊社社社代代代理理理店店店デデディィィススストトトリリリビビビュュューーータタタででで販販販売売売しししててていいいままますすす。。。
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始始始業業業点点点検検検表表表
このページをコピーして使ってください。

第第第週週週点点点検検検項項項目目目

月月月 火火火 水水水 木木木 金金金 土土土 日日日

インタロックの動作を点検する

デフレクタが下向きになって
いるか点検する該当機種の
場合。

駐車ブレーキを点検する。

燃料残量を点検する

油圧オイルの量を点検する。

エンジンオイルの量を点検
する

冷却液の量を点検する

燃料・水セパレータを点検す
る

油圧フィルタのインジケータ
の表示を確認する3。

ラジエターとスクリーンの汚
れ具合を点検する

エンジンからの異常音がない
か点検する1。

運転操作時に異音がないか
点検する

油圧ホースに損傷がないか
点検する

オイル類が漏れていないか
点検する

タイヤ空気圧を点検する

計器の動作を確認する。

ブレードのコンディションを点
検する

各グリス注入部のグリスアッ
プを行う2。

塗装傷のタッチアップ塗装を
行う

1. 始動困難、大量の煙、咳き込むような走りなどが見られる場合はグロープラグと噴射ノズルを点検する。

2. 車体を水洗いしたときは整備間隔に関係なく直ちにグリスアップする。

3. インジケータが赤になっていないかどうか。
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要注意個所の記録

点検担当者名

内容 日付 記事

注注注意意意
始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険
ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。

図図図 37
定期整備ステッカー

整整整備備備前前前ににに行行行ううう作作作業業業
重重重要要要カカカバババーーーにににつつついいいててていいいるるるボボボルルルトトトナナナッッットトト類類類ははは、、、カカカバババーーー
ををを外外外しししてててももも、、、カカカバババーーーかかかららら外外外れれれままませせせんんん。。。全全全部部部のののボボボルルルトトト
類類類ををを数数数回回回転転転ずずずつつつゆゆゆるるるめめめてててカカカバババーーーががが外外外れれれかかかけけけたたた状状状態態態
にににししし、、、そそそれれれかかかららら、、、全全全部部部のののボボボルルルトトト類類類ををを完完完全全全にににゆゆゆるるるめめめ
てててカカカバババーーーををを外外外すすすよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。こここのののよよようううににに
すすすれれればばば、、、誤誤誤っっってててリリリテテテーーーナナナかかからららボボボルルルトトトををを外外外しししてててしししままま
うううここことととがががああありりりままませせせんんん。。。

潤潤潤滑滑滑

ベベベアアアリリリンンングググとととブブブッッッシシシュュュのののグググリリリスススアアアッッッ
プププ
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと

定期的に、全部の潤滑個所にNo.2汎用リチウム系グ
リスを注入します。通常の使用では 50運転時間ご
とにすべてのベアリングとブッシュのグリスアップ
を行います。非常に厳しい条件下ほこりの多い環
境では毎回グリスアップしてください。ベアリング
やブッシュの内部に異物が入ると急激に磨耗が進行
します。車体を水洗いしたときは整備間隔に関係な
く直ちにグリスアップしてください。

1. 異物を入れてしまわないよう、グリスフィッ
ティングをきれいに拭く
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2. グリスガンでグリスを注入する。

3. はみ出したグリスはふき取る。

注注注機械を洗浄するときにベアリングを傷めないよう
に注意が必要です。機体が熱いうちの水洗いは避け
てください。また、高圧の水をベアリングやシール
に当てないでください。

ギギギアアアボボボッッックククスススののの潤潤潤滑滑滑
ギアボックスに使用するオイルは SAE EP90Wのギ
ア用潤滑油です。刈り込みデッキのギアボックスに
は潤滑オイルを封入して出荷していますが、使用前
および 始業点検表 (ページ 36)で示された時期にオ
イル量の点検を行ってください。

芝芝芝刈刈刈りりりデデデッッッキキキのののギギギアアアボボボッッックククスススのののオオオイイイルルルののの点点点検検検

整整整備備備間間間隔隔隔: 150運転時間ごと

1. マシンとカッティングユニットを平らな場所
に駐車させる。

2. 刈り込みデッキを 25 mmの刈高に降下させる。

3. PTOスイッチを切り、走行コントロールレ
バーをニュートラル固定位置にセットし、駐
車ブレーキを掛ける。

4. スロットルレバーを Slow位置にセットし、エ
ンジンを停止し、キーを抜き取り、各部が完全
に停止したのを確認してから運転席を降りる。

5. フットレストを上げてデッキの上部が見える
ようにする。

6. ギアボックスの上部についているディップス
ティック兼給油プラグ(図 38)を取り、オイルの
量が、ディップスティックについている2本の
マークの間にあることを確認する。

図図図 38

1. 給油プラグとディップスティック

7. 油量が足りなければディップスティックの2本
のマークの間まで補給する。

注注注 ギアボックスにオイルを入れすぎないこ
と。ギアボックスを損傷する恐れがある。

芝芝芝刈刈刈りりりデデデッッッキキキのののギギギアアアボボボッッックククスススのののオオオイイイルルルののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 50時間

400運転時間ごと

1. マシンとカッティングユニットを平らな場所
に駐車させる。

2. 刈り込みデッキを 25 mmの刈高に降下させる。

3. PTOスイッチを切り、走行コントロールレ
バーをニュートラル固定位置にセットし、駐
車ブレーキを掛ける。

4. スロットルレバーを Slow位置にセットし、エ
ンジンを停止し、キーを抜き取り、各部が完全
に停止したのを確認してから運転席を降りる。

5. フットレストを上げてデッキの上部が見える
ようにする。

6. ギアボックスの上部についているディップス
ティック兼給油プラグ図 38を取る。

7. ギアボックス正面の下部についているドレン
プラグの下にジョウゴと廃油受け容器を置
き、ドレンプラグを外して廃油受けにオイル
を回収する。

8. ドレンプラグを取り付ける。

9. 新しいオイルを入れる。適正量はおよそ283 ml
オイル量がディップスティックの2本のマー
クの間である。

注注注 ギアボックスにオイルを入れすぎないこ
と。ギアボックスを損傷する恐れがある。
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エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

エエエアアアクククリリリーーーナナナををを点点点検検検すすするるる
1. エアクリーナ本体にリーク原因となりそうな

傷がないか点検してください。ボディーが破
損している場合は交換してください。吸気部
全体について、リーク、破損、ホースのゆる
みなどを点検してください。

2. エアクリーナの整備はインジケータ(図 39)が赤
色になっていたら、または 400運転時間ごと非
常にホコリのひどい場所で使っている場合には
よりひんぱんに行ってください。エアフィルタ
の整備のしすぎはかえってよくありません。

G004501

1    2      3     4                          5        6

7

図図図 39

1. エアクリーナのカバー 5. エアクリーナのインジケータ

2. ガスケット 6. エアクリーナのラッチ

3. フィルタ 7. ゴム製のアウトレットバルブ

4. エアクリーナのボディ

3. 本体とカバーがシールでしっかり密着してい
るのを確認してくだ さい。

エエエアアアクククリリリーーーナナナののの整整整備備備

整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

1. ラッチを外側に引いて、カバーを左にひねる
図 39。

2. エアクリーナのボディーからカバーを外す(図
39)。

3. フィルタを外す前に、低圧のエア2.76 bar、
異物を含まない乾燥した空気で、1次フィル
タとボディーとの間に溜まっている大きなゴ
ミを取り除く。

このエア洗浄により、1次フィルタを外した時
にホコリが舞い上がってエンジン部へ入り込
むのを防止することができる。

重重重要要要 高高高圧圧圧のののエエエアアアははは使使使用用用しししななないいいこここととと。。。異異異物物物ががが
フフフィィィルルルタタタををを通通通っっってててエエエンンンジジジンンン部部部へへへ吹吹吹ききき込込込まままれれれるるる
恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

4. 1次フィルタ図 39を取り外して交換する。

重重重要要要 エエエレレレメメメンンントトトををを洗洗洗っっっててて再再再使使使用用用しししななないいいこここ
とととフフフィィィルルルタタタののの濾濾濾紙紙紙ををを破破破損損損さささせせせるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

5. 新しいフィルタに傷がついていないかを点検
する。特にフィルタとボディーの密着部に注
意する。

重重重要要要 破破破損損損しししててていいいるるるフフフィィィルルルタタタははは使使使用用用しししななないいい。。。

6. カバーの内側に発泡樹脂製のガスケットが正
しく破損せずについていることを確認する(図
39)。

注注注 破損しているガスケットは交換する。

7. フィルタをボディー内部にしっかり取り付け
る。エレメントの外側のリムをしっかり押さ
えて確実にボ ディーに密着させる。

重重重要要要 フフフィィィルルルタタタののの真真真んんん中中中ののの柔柔柔らららかかかいいい部部部分分分ををを持持持
たたたななないいいこここととと。。。

8. 以下に示す手順で、カバーについている異物
逃がしポートを清掃する

A. カバーからゴム製の出口バルブを取り外
す図 39。

B. 穴を清掃する。

C. バルブを元通りに取り付ける。

9. アウトレットバルブが下向き後ろから見たと
き、時計の5:00と7:00の間になるようにカバー
を取り付ける。

10. インジケータ図 39が赤になっている場合は
リセットする。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの保保保守守守

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

エンジンにはオイルを入れて出荷していますが、初
回運転の前後に必ずエンジンオイルの量を確認して
ください。毎日の使用前、または使用するごとに、
オイルの量を点検してください。

クランクケースの油量は約 3.8リットルフィルタ
共です。以下の条件を満たす高品質なエンジンオ
イルを使用してください

• API規格CH-4、CI-4またはそれ以上のクラス。

• 推奨オイルSAE 15W-40-17℃以上

• 他に使用可能なオイルSAE 10W-30または 5W-30
全温度帯

注注注 Toroのプレミアムエンジンオイル10W-30または
5W-30を代理店にてお求めいただくことができます。
パーツカタログでパーツ番号をご確認ください。
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1. 平らな場所に駐車し、カッティングデッキを
下降させ、スロットルを Slow位置にセット
し、エンジンを停止させ、キーを抜き取る。

2. フードを開ける。

3. ディップスティック(図 40)を抜き取り、付いて
いるオイルをウェスで拭きとってもう一度差
し込む。引き抜いて油量を点検する。

FULL位置まであればよい。

図図図 40

1. ディップスティック 2. オイル補給口

4. 不足している場合は、キャップ図 40を取り、
Full位置までオイルを補給する。

重重重要要要 入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。

注注注 オイルが飛散しないよう、ジョウゴを使っ
てください。

5. キャップを取り付ける。

6. フードを閉じる。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 50時間

150運転時間ごと

油圧オイルの初回交換は運転開始後 50時間で、そ
の後は、150運転時間ごとに交換してください。
可能であれば、オイル交換の直前にしばらくエン
ジンを運転するとオイルの抜けがよくなり、汚れ
もよく落ちます。

1. 平らな場所に駐車する。

2. フードを開ける。

3. オイルパンの下についているドレンプラグの
下に廃油受けをおく(図 41)。

図図図 41

1. オイルフィルタ 2. ドレンプラグ

4. ドレンプラグの周辺をウェスできれいにぬぐ
う。

5. ドレンプラグを外してオイルを抜き、容器で
回収する。

6. オイルフィルタ図 41を取り外して交換する。

7. オイルが完全に抜けたらドレンプラグを取り
付け、はねたオイルをきれいにふき取る。

8. エンジンオイルの量を点検する。「エンジン
の保守エンジンオイルの量の点検」を参照。.
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燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備
危危危険険険

軽軽軽油油油ははは条条条件件件次次次第第第ででで簡簡簡単単単ににに引引引火火火爆爆爆発発発すすするるる。。。発発発火火火ししし
たたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを
引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええたたた
状状状態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたた燃燃燃料料料はははふふふききき取取取るるる。。。

• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。燃燃燃料料料ををを補補補
給給給すすするるる時時時ははは、、、補補補給給給管管管ののの下下下まままでででとととすすするるる。。。

• 燃燃燃料料料取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや炎炎炎
ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

• 安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ででで保保保存存存ししし、、、
容容容器器器にににははは必必必ずずずキキキャャャッッップププをををはははめめめるるるこここととと。。。

ウウウォォォーーータタターーーセセセパパパレレレーーータタタののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

400運転時間ごと

水セパレータ図 42の水抜きは毎日おこなって異物を
除去してください。

1. 燃料フィルタの下に汚れのない容器をおく。

2. キャニスタ下部のドレンプラグをゆるめて水
や異物を流し出す。

図図図 42

1. 燃料フィルタ・水セパレータ

3. フィルタ容器の周辺をウェスできれいにぬぐ
う。

4. フィルタ容器を外して取り付け部をきれいに
拭く。

5. ガスケットに薄くオイルを塗る。

6. ガスケットが取り付け部に当るまで手でねじ
込み、そこからさらに1/2回転締め付ける。

7. キャニスタ下部のドレンプラグを締める。

燃燃燃料料料タタタンンンクククののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔: 2年ごと

燃料タンクは 2年ごとにタンクを空にして内部を
清掃してください。また、タンクを空にした場合
には、インラインストレーナを取り外して洗浄し
てください。タンクの清掃にはきれいな燃料を使
用してください。

重重重要要要 燃燃燃料料料系系系統統統ががが汚汚汚染染染ささされれれたたた時時時ややや、、、マママシシシンンンををを長長長期期期
にににわわわたたたっっっててて格格格納納納すすするるる場場場合合合はははタタタンンンクククををを空空空にににしししててて内内内部部部
ををを清清清掃掃掃しししてててくくくだだださささいいい。。。

燃燃燃料料料ララライイインンンとととそそそののの接接接続続続
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

燃料ラインとその接続を点検します。劣化状態を
調べ、破損や割れ、ゆるみが発生していないかを
調べてください。

燃燃燃料料料系系系統統統かかからららのののエエエアアア抜抜抜ききき
1. 平らな場所に駐車する。燃料タンクに少なくと

も半分まで燃料が入っていることを確認する。

2. ラッチを外してフードを開ける。

3. 燃料噴射ポンプについているエア抜きねじの
下にウェスを敷いてねじをゆるめる図 43。

図図図 43

1. 燃料噴射ポンプのエア抜きねじ

4. 始動キーをON位置に回す。

電動燃料ポンプが作動を開始し、エア抜きね
じの周囲からエアが漏れ出てくるのが確認さ
れる。

注注注意意意
エエエアアア抜抜抜ききき中中中にににエエエンンンジジジンンンががが始始始動動動しししてててしししまままううう
場場場合合合がががあああるるる。。。エエエンンンジジジンンンががが始始始動動動すすするるるとととフフファァァ
ンンンやややベベベルルルトトトががが回回回転転転ししし、、、こここれれれらららににに触触触れれれるるるととと
大大大怪怪怪我我我をををすすするるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

手手手足足足ややや頭頭頭、、、髪髪髪ののの毛毛毛ややや衣衣衣服服服、、、装装装身身身具具具なななどどどををを
フフファァァンンンやややそそそののの他他他ののの可可可動動動部部部ににに近近近づづづけけけななないいいよよよううう
ににに十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。
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5. ねじから燃料が連続的に流れるのが見えるま
でキーを ON位置に保持する。

6. ねじを締めてキーを OFFにする。

注注注 通常は上記の操作でエンジンが始動できる
ようになります。始動できない時は、噴射ポ
ンプとインジェクタの間にエアが入っている
可能性があります インジェクタからのエア抜
き (ページ 42)を参照してください。

イイインンンジジジェェェクククタタタかかからららのののエエエアアア抜抜抜ききき
注注注この手順は、燃料システムからの通常のエア抜き
を行ってもエンジンが始動できないときに行うもの
です通常のエア抜きについては、燃料系統からのエ
ア抜き (ページ 41)を参照してください。

1. 燃料噴射ポンプから No.1インジェクタノズル
図 44へのパイプ接続部の下にウェスを当て、
パイプの接続をゆるめる。

図図図 44

1. 燃料噴射ポンプから No.1ノズルへのパイプ接続部

2. スロットルをFAST位置とする。

3. 始動キーをSTART位置に回し、接続部から流
れ出る燃料を観察する。

注注注意意意
エエエアアア抜抜抜ききき中中中にににエエエンンンジジジンンンががが始始始動動動しししてててしししまままううう
場場場合合合がががあああるるる。。。エエエンンンジジジンンンががが始始始動動動すすするるるとととフフファァァ
ンンンやややベベベルルルトトトががが回回回転転転ししし、、、こここれれれらららににに触触触れれれるるるととと
大大大怪怪怪我我我をををすすするるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

手手手足足足ややや頭頭頭、、、髪髪髪ののの毛毛毛ややや衣衣衣服服服、、、装装装身身身具具具なななどどどををを
フフファァァンンンやややそそそののの他他他ののの可可可動動動部部部ににに近近近づづづけけけななないいいよよよううう
ににに十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

4. 流れが泡立たなくなったらパイプをしっかり
締め付ける。

5. キーを OFF位置に回す。

6. 残りのノズルからも同じ要領でエアを抜く。

電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備
重重重要要要 電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備ををを行行行うううととときききははは必必必ずずずバババッッッテテテリリリーーー
ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外しししてててくくくだだださささいいい。。。そそそののの際際際、、、シシショョョーーー
トトトををを防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、必必必ずずずマママイイイナナナスススケケケーーーブブブルルルををを先先先ににに
取取取りりり外外外しししてててくくくだだださささいいい。。。

バババッッッテテテリリリーーーののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの電電電極極極部部部ややや端端端子子子なななどどどののの部部部分分分ににに
ははは鉛鉛鉛ややや鉛鉛鉛含含含有有有物物物質質質ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリ
フフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここれれれらららののの物物物質質質ががが癌癌癌ややや
先先先天天天性性性異異異常常常ののの原原原因因因とととなななるるるとととささされれれててていいいるるる。。。

取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手ををを洗洗洗うううこここととと。。。

バッテリーの上面をきれいに保持してください。
高温環境下で保管すると涼しい場所で保管するよ
りもバッテリーは早く放電します

バッテリー上部はアンモニア水または重曹水に浸し
たブラシで定期的に清掃してください 清掃後は表
面を水で流して下さい 清掃中はセルキャップを外
さないでください

バッテリーのケーブルは接触不良にならぬよう端
子にしっかりと固定してください

端子が腐食した場合は ケーブルを外しマイナスケー
ブルから先に外すこと、クランプと端子とを別々に
磨いてください 磨き終わったらケーブルをバッテ
リーに接続しプラスケーブルから先に接続するこ
と、端子にはワセリンを塗布してください

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品ややや車車車体体体ののの金金金属属属部部部
分分分ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生
すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし
人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行うううととと
きききにににははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいいよよようううににに
注注注意意意すすするるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいい。。。
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警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切ででであああるるる
とととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生
すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし
人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス
黒黒黒ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外すすす。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス
赤赤赤ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママイイイナナナ
ススス黒黒黒ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

バババッッッテテテリリリーーーののの保保保管管管
本機を30日以上にわたって使用しない場合は、バッ
テリーを取り外して充電しておいてください。充電
終了後は、機体に取り付けて保存しても、機体から
外したままで保存しても構いません。機体に取り付
けて保存する場合は、ケーブルを外しておいてく
ださい。暖かい場所ではバッテリーが早く放電す
るので、保管は涼しい場所で行うようにしてくだ
さい。バッテリーの凍結を防止するため、フル充
電状態で保管する。完全充電したバッテリー液の
比重は 1.2651.299になる

ヒヒヒュュューーーズズズののの点点点検検検
ヒューズはコントローラパネルの下に取り付けて
あります。サイドパネルカバーを外すとヒューズ
ボックスがあります(図 45)。サイドパネルカバー
を外すには、左右のラッチを解除して手前に引い
てください。

マシンが作動しなくなったり、電気系統に問題があ
る場合にはヒューズを点検してください。ヒューズ
を1本ずつ順に取り出し、切れていないかどうかを
目視で確認します。ヒューズを交換する場合には、
必ず 同同同じじじタタタイイイプププ、、、同同同じじじ電電電流流流定定定格格格のののヒヒヒュュューーーズズズを使っ
てくださいこここれれれををを守守守らららななないいいととと電電電気気気系系系統統統ををを破破破損損損さささせせせ
てててしししまままううう恐恐恐れれれがががああありりりままますすす各ヒューズの役割と電流
定格についてはヒューズボックスの隣に貼り付け
てあるステッカー(図 46を参照。

注注注ヒューズが何度も飛ぶ場合には、その電気回路の
どこかにショートが発生していることが考えられま
すので専門の整備士に整備を依頼してください。

図図図 45

1. サイドパネルのカバー 2. ラッチ

図図図 46
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走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと

タイヤ空気圧は空気バルブ図 47で測定し、50運転時
間ごと、または1ヶ月に回のうち早い方の時期に点
検してください。

前後のタイヤとも規定値に調整して運転してくださ
い。適正範囲は後輪が 1.24 bar、キャスタホイール
が 1.72 barです。空気圧そろっていないと均一な刈
高になりません。測定はタイヤが冷えている状態
で行うのがベストです。

図図図 47

キキキャャャスススタタタホホホイイイーーールルルとととベベベアアアリリリンンングググののの
交交交換換換
1. 代理店から、新しいキャスタホイール・アセ

ンブリ、コーンベアリング、およびベアリン
グシールを入手する。

2. キャスタホイール・アセンブリをキャスタ
フォークに保持しているボルトからロック
ナットを外す図 48。

図図図 48

1. ナット 6. スペーサ

2. ベアリングスペーサ 7. キャスタホイール

3. 外側ベアリングシール 8. アクスルボルト

4. コーンベアリング 9. キャスタフォーク

5. 内側ベアリングシール

3. キャスタホイールをしっかりと握り、ボルトを
フォークまたはピボットアームから抜き取る。

4. 古いキャスタホイールとベアリングは破棄す
る。

5. コーンベアリングにグリスをパックし、ベア
リングとシールをホイールハブに入れ、図 48
に示すようにキャスタホイールを組み付ける

6. ベアリングとホイールハブにスペーサを通し、
2つのベアリングの間でスペーサをハブの中に
閉じ込めるようにセットする。

重重重要要要 シシシーーールルルのののリリリッッップププををを内内内側側側ににに折折折りりり込込込まままななないいいよよよ
うううににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

7. キャスタホイール・アセンブリをキャスタ
フォークに取り付け、ボルトとロックナット
で固定する。

8. ホイールが自由に回転できなくなるまで締め
付け、そこから自由回転できるギリギリのと
ころまで戻す。

9. グリスガンを使って、キャスタホイールのグ
リス注入部に、No.2汎用リチウム系グリスを
注入する。
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冷冷冷却却却系系系統統統ののの整整整備備備
危危危険険険

高高高温温温高高高圧圧圧ののの冷冷冷却却却液液液ををを浴浴浴びびびたたたりりり、、、高高高温温温のののラララジジジエエエ
タタターーー部部部分分分ににに触触触れれれたたたりりりすすするるるととと大大大火火火傷傷傷をををすすするるる恐恐恐れれれ
がががあああるるる。。。

• エエエンンンジジジンンンががが熱熱熱いいいうううちちちはははラララジジジエエエタタターーーのののふふふたたたををを
開開開けけけななないいいこここととと。。。エエエンンンジジジンンン停停停止止止後後後、、、15分分分間間間ほほほどどど
まままっっっててて、、、ラララジジジエエエタタターーーキキキャャャッッップププががが十十十分分分ににに冷冷冷えええ
てててかかかららら取取取りりり外外外すすすよよようううにににすすするるるこここととと。。。

• ラララジジジエエエタタターーーややや周周周囲囲囲ののの高高高温温温部部部分分分ににに触触触れれれななないいいよよよ
うううににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

危危危険険険
回回回転転転中中中のののフフファァァンンンややや駆駆駆動動動ベベベルルルトトトははは人人人身身身事事事故故故ののの原原原
因因因とととなななるるる。。。

• マママシシシンンンををを運運運転転転すすするるるととときききにににははは、、、必必必ずずず所所所定定定のののカカカ
バババーーーををを取取取りりり付付付けけけててておおおくくくこここととと。。。

• 手手手、、、指指指、、、衣衣衣服服服なななどどどををを、、、フフファァァンンンやややベベベルルルトトトににに近近近
づづづけけけななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

• 保保保守守守作作作業業業ををを行行行ううう前前前にににエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、始始始
動動動キキキーーーををを抜抜抜ききき取取取っっっててておおおくくくこここととと。。。

注注注意意意
冷冷冷却却却液液液ををを飲飲飲みみみ込込込むむむととと危危危険険険ででであああるるる。。。

• 冷冷冷却却却液液液ををを飲飲飲んんんででではははななならららななないいい。。。

• 冷冷冷却却却液液液ははは子子子供供供やややペペペッッットトトががが触触触れれれななないいい場場場所所所ににに保保保
管管管すすするるるこここととと。。。

冷冷冷却却却系系系統統統ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

冷却液は、水とエチレングリコール不凍液の50/50
混合液で、出荷時に補給済みです。毎日の作業前
に、補助タンクで冷却液の量を点検してください。
冷却システムの容量は 7.5リットルです。

1. 液量の点検は補助タンクで行う(図 49)。タン
ク側面についている2本のマークの間にあれ
ば適正である。

図図図 49

1. 補助タンク

2. 液量が不足している場合には補助タンクに補
給する。入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。

3. 補助タンクのキャップを取り付けて終了。

ラララジジジエエエタタターーーののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

1500運転時間ごと

200運転時間ごと

2年ごと

オーバーヒートを防止するため、ラジエターは常に
きれいにしておいてください。通常の条件では、ラ
ジエターを毎日点検し、必要に応じてよごれを落と
してください。ほこりやよごれの多い場所で使用し
ている場合には、より頻繁な清掃が必要です。

注注注オーバーヒートのためにデッキやエンジンが停止
した場合には、まずラジエター部分にゴミがたまっ
ていないかを点検してください。

ラジエターは以下の要領で清掃します

1. フードを開ける。

2. ラジエターのファン側から低圧3.45 bar程度の
圧縮空気を吹き付けてゴミを吹き飛ばす水水水洗洗洗
いいいしししななないいいこここととと。次に、機体前側から吹き、さ
らにもう一度ファン側から吹いて清掃する。

3. ラジエター本体がきれいになったらベース部
を清掃し、溝にたまっているゴミを取る。

4. フードを閉じる。
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ブブブレレレーーーキキキののの整整整備備備

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキのののイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッ
チチチののの調調調整整整
1. 停車し、デッキ昇降スイッチを操作してニュー

トラルロック位置にし、駐車ブレーキを掛
け、キーを抜き取る。

2. 前パネルを止めているボルトを外して前パネ
ルを外す(図 50)。

1

2

G020875

図図図 50

1. ボルト

2. 座席プレート

3. 駐車ブレーキのインタロックスイッチを取り
付けブラケットに固定しているジャムナット2
個をゆるめる。

図図図 51

1. ブレーキシャフト・センサー 3. 駐車ブレーキインタロック・
スイッチ

2. ジャムナット 4. 3.9 mm

4. ブレーキシャフト・センサーとインタロック
スイッチのプランジャとの距離が 3.9 mmにな
るように、スイッチの位置を上下させて調整
する(図 51)。

注注注 ブレーキシャフト・センサーがスイッチの
プランジャに接触しないことを確認してくだ
さい。

5. スイッチのジャムナットを固定する。

6. 以下の要領で調整を確認する

A. 駐車ブレーキが掛かっていることを確認
し、運転席に座らずにエンジンを始動す
る。

B. 走行コントロールレバーをニュートラル
固定位置以外の位置に動かす。

エンジンが停止すれば調整は適切である。
停止しない場合は調整を点検し、必要な
微調整を行う。

7. 前パネルを取り付ける。
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ベベベルルルトトトののの整整整備備備

オオオルルルタタタネネネーーータタタベベベルルルトトトののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと

ベルト図 52は100運転時間ごとに劣化状態と張りを
点検します。

1. 適正な張りが与えられている場合には、44 N4.5
kg)の力で押したときに 10 cmのたわみが出る。

2. たわみが10mmでない場合には、オルタネータ
取り付けボルトをゆるめる図 52。適当な張り
に調整してボルトを締める。ベルトのたわみ
が適切に調整されたことを確認する。

図図図 52

1. 取り付けボルト 2. オルタネータ

制制制御御御系系系統統統ののの整整整備備備

コココンンントトトロロローーールルルレレレバババーーーのののニニニュュューーートトトラララルルル
イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの調調調整整整
1. 停車し、デッキ昇降スイッチを操作してニュー

トラルロック位置にし、駐車ブレーキを掛
け、キーを抜き取る。

2. 前パネルを止めているボルトを外して前パネ
ルを外す(図 53)。
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図図図 53

1. ボルト

2. 座席プレート

3. インタロックスイッチを固定しているネジ2
本を取り外す図 54。

図図図 54

1. コントロールレバー 3. ネジ

2. ニュートラルインタロックス
イッチ

4. 0.4-1 mm
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4. コントロールレバーをフレームに押し付けた
状態でスイッチをレバーの方へ移動させて、
レバーとスイッチボディとの距離を 0.4-1 mm
に調整する図 54。

5. スイッチを固定する。

6. 反対側のレバーについても、上記手順35を行
う。

7. 前パネルを取り付ける。

コココンンントトトロロローーールルルレレレバババーーーのののニニニュュューーートトトラララルルル
リリリタタターーーンンンののの調調調整整整
走行コントロールレバーを握って後退位置から手を
はなしてもニュートラル位置に正確に戻らない場合
には、調整が必要です。各レバー、スプリング、
ロッドを個別に調整してください。

1. PTOスイッチを切り、コントロールレバー
をニュートラルロック位置にセットし、駐車
ブレーキを掛ける。

2. スロットルレバーを Slow位置にセットし、エ
ンジンを停止し、キーを抜き取り、各部が完全
に停止したのを確認してから運転席を降りる。

3. 前パネルを止めているボルトを外して前パネ
ルを外す(図 55)。
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図図図 55

1. ボルト

2. 座席プレート

4. コントロールレバーをニュートラル位置にす
るロロロッッッククク位位位置置置にににはははしししななないいい図 57。

5. クレビスピンピボットシャフトの上のアーム
についているがスロットの端部に接触するス
プリングに圧力が掛かり始める位置まで、レ
バーを手前に引く(図 56).

図図図 56

1. クレビスピン 4. 調整ナット

2. スロット 5. ヨーク

3. ジャムナット

6. コントロールレバーと、コンソールのノッチ
との位置関係を見る(図 57)。

注注注 レバーがノッチの中心に整列しており、レ
バーを外側に倒せばニュートラル固定位置に
セットされる状態であれば適切である。

図図図 57

1. ニュートラル位置 2. ニュートラル固定位置

7. 調整が必要な場合は、ジャムナットをゆるめ
て調整ナットをヨーク側に移動できるように
する(図 56)。

8. コントロールレバーを軽く手前後退側に引き
ながら、調整ボルトを回して、コントロール
レバーがちょうどニュートラル固定位置にく
るように調整する(図 56).

注注注 レバーに後退側の力を掛け続けることに
より、ピンがスロットの終端部に保持され、
調整ボルトでレバーを適切な位置に動かすこ
とができます。

9. ナットとジャムナット図 56を締め付ける。
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10. 反対側のコントロールレバーについても、上
記手順49を行う。

11. 前パネルを取り付ける。

走走走行行行ドドドララライイイブブブのののニニニュュューーートトトラララルルル調調調整整整
この調整は、駆動輪を回転させながら行う必要が
あります。

危危危険険険
機機機械械械式式式ややや油油油圧圧圧式式式のののジジジャャャッッッキキキががが外外外れれれるるるととと重重重大大大ななな
人人人身身身事事事故故故ががが発発発生生生すすするるる。。。

• マママシシシンンンをををジジジャャャッッッキキキアアアッッップププしししたたたららら、、、必必必ずずずジジジャャャッッッ
キキキスススタタタンンンドドドででで支支支えええるるるこここととと。。。

• 油油油圧圧圧ジジジャャャッッッキキキだだだけけけででで支支支えええてててはははななならららななないいい。。。

警警警告告告
こここののの調調調整整整ははは、、、エエエンンンジジジンンンををを作作作動動動さささせせせななながががららら行行行ううう必必必
要要要がががあああるるる。。。可可可動動動部部部ややや高高高温温温部部部ににに触触触れれれるるるととと非非非常常常ににに
危危危険険険ででであああるるる。。。

手手手足足足ややや顔顔顔ややや衣衣衣服服服ををを回回回転転転部部部やややマママフフフラララなななどどどににに近近近づづづけけけ
ななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

1. 駆動輪が自由に回転できるように、安定した
ジャッキスタンドでフレームを支える。

2. 運転席を一番前の位置に移動し、ラッチを外
してシートを前方に倒す。

3. 運転席の安全スイッチから電気コネクタを外
す。

4. ワイヤハーネスのコネクタに、ジャンパ線を
取り付ける。

5. エンジンを始動し、スロットルレバーを Fast
と Slowの中間にセットし、駐車ブレーキを解
除する。.

注注注 どんな調整を行う場合でも、走行コント
ロールレバーはニュートラル固定位置にセッ
トしておいてください。

6. 機体の片側で、その側の車輪が停止またはわ
ずかに後退側に回転するように、ポンプロッ
ドの長さを調整する六角シャフトを回して調
整する(図 58)。

図図図 58

1. 右側ポンプロッド 5. ジャムナット

2. 左側ポンプロッド 6. 六角ナット

3. ボールジョイント 7. ボールジョイント

4. ボルト

7. 走行コントロールレバーを前進方向、後退方
向に操作し、ニュートラル位置に戻す。車輪
が回転を停止、またはわずかに後退方向に回
転していればよい。

8. スロットルレバーをFAST位置にセットする。
車輪が回転しないこと、もしくはごくわずか
だけ逆転することを確認する。必要に応じて
調整する。

9. マシンの反対側でも 6 8の作業を行う。

10. ボールジョイント部でジャムナット(図 56)を
締めつける。

11. スロットルレバーを Slow位置に戻し、エンジ
ンを停止する。

12. ワイヤハーネスのコネクタからジャンパ線を
外し、コネクタを元通りにシートスイッチに
接続する。
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警警警告告告
ジジジャャャンンンパパパ線線線ををを取取取りりり付付付けけけたたたままままままでででははは、、、安安安全全全ススス
イイイッッッチチチががが正正正しししくくく機機機能能能しししななないいい。。。

• 調調調整整整ががが終終終了了了しししたたたららら、、、必必必ずずずワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネ
スススのののコココネネネクククタタタかかからららジジジャャャンンンパパパ線線線ををを外外外ししし、、、
コココネネネクククタタタををを元元元通通通りりりにににシシシーーートトトスススイイイッッッチチチににに
接接接続続続すすするるるこここととと。。。

• ジジジャャャンンンパパパ線線線ををを取取取りりり付付付けけけたたた状状状態態態シシシーーートトトススス
イイイッッッチチチをををバババイイイパパパスススさささせせせたたた状状状態態態ででで絶絶絶対対対ににに
運運運転転転しししてててはははななならららななないいい。。。

13. 運転席を元通りに戻す。

14. ジャッキスタンドを外す。

最最最高高高走走走行行行速速速度度度ののの調調調整整整
1. PTOスイッチを切り、走行コントロールレ

バーをニュートラル固定位置にセットし、駐
車ブレーキを掛ける。

2. スロットルレバーを Slow位置にセットし、エ
ンジンを停止し、キーを抜き取り、各部が完全
に停止したのを確認してから運転席を降りる。

3. 前パネルを止めているボルトを外して前パネ
ルを外す(図 59)。

1

2

G020875

図図図 59

1. ボルト

2. 座席プレート

4. 左右どちらかのコントロールレバーで、ス
トップボルトについているジャムナットをゆ
るめる(図 60)。

図図図 60

1. ストップボルト 3. ジャムナット

2. コントロールレバー 4. 1.5 mm

5. ストップボルトを一番内側まで締めるコント
ロールレバーから逃げるように。

6. コントロールレバーを一番前まで倒し、その
位置に保持する。

7. ストップボルトの頭とコントロールレバーと
の間に 1.5 mmの隙間ができるように、ストッ
プボルトを調整するコントロールレバー側へ
出す。

8. ジャムナットを締めて調整を固定する。

9. 反対側のコントロールレバーについても、上
記手順48を行う。

10. 前パネルを取り付ける。

注注注最高走行速度を下げたい場合には、上記の調整を
行った後、希望する最高速度でコントロールレバー
がストップボルトに当たるように、各ストップボル
トを同じ長さだけコントロールレバー側に突き出さ
せてください実際に走行させて何度か実験する必要
があるでしょう。左右のコントロールレバーを前進
方向に一杯に倒したとき、機体が旋回せずにまっす
ぐに走行することを確認してください。ストップボ
ルトが左右で等しく調整されていないと機体が旋回
しますその場合には再調整が必要です。

トトトラララッッッキキキンンングググののの調調調整整整
1. PTOスイッチを切り、走行コントロールレ

バーをニュートラル固定位置にセットし、駐
車ブレーキを掛ける。

2. スロットルレバーを Slow位置にセットし、エ
ンジンを停止し、キーを抜き取り、各部が完全
に停止したのを確認してから運転席を降りる。

3. コントロールレバーを固定しているボルトを
ゆるめる(図 61)。
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図図図 61

1. コントロールレバー 3. ボルト

2. コントロールレバー用の支
柱

4. 一人がコントロールレバーの支柱レバーでは
なくて支柱2本ともを前方向いっぱいまで倒し
て最高速度位置にし、その位置で保持する。

5. この状態で、左右のコントロールレバーが整
列するように調整し(図 62)、ボルトを締めて、
各レバーをポストに固定する。

図図図 62
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油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備
油圧オイル溜めに 4.7リットルの高品質のトラクタ
用トランスミッションオイルを満たして出荷してい
ます。推奨オイルの銘柄を以下に示します

Toro プププレレレミミミアアアムムム・・・トトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンン/油油油圧圧圧トトトラララクククタタタオオオイイイルルル (19
リットル缶または208 リットル缶。パーツカタログまたは代
理店でパーツ番号をご確認ください。

他に使用可能なオイルトロのオイルが入手できな
い場合は、Mobil® 424油圧作動液を使用すること
ができます。

注注注不適切なオイルの使用による損害については弊社
は責任を持ちかねます。

注注注多くの油圧オイルはほとんど無色透明であり、そ
のためオイル洩れの発見が遅れがちです。油圧オ
イル用の着色剤20 ml瓶をお使いいただくと便利で
す。1瓶で 15-22リットルのオイルに使用できます。
パーツ番号は 44-2500。ご注文はトロ社の代理店へ。

油油油圧圧圧シシシススステテテムムムををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

初めての運転の前に必ず油量を確認し、その後は
毎日点検してください。

1. 平らな場所に駐車する。

2. コントロールレバーをニュートラルロック位
置にセットし、エンジンを始動する。

注注注 エンジンをできるだけ低い rpmで回してシ
ステム内のエアをパージする。PTOははは作作作動動動
さささせせせななないいいこここととと。

3. デッキを上昇させて昇降シリンダが伸びた状態
とし、エンジンを停止し、キーを抜き取る。

4. 運転席を倒して油圧オイルタンクの点検がで
きるようにする。

5. 油圧オイル給油口からキャップ図 63を取る。

図図図 63

1. ディップスティック 2. 補給口キャップ

6. ディップスティックを抜きウェスで一度きれ
いに拭く(図 63)。

7. もう一度首に差し込んで引き抜き、オイルの
量を点検する図 63。

注注注 オイルの量がディップスティックのノッチ
範囲より少なければ、適切な高品質油圧オイ
ルを補給する。入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。

8. ディップスティックを元に戻し、キャップを
取り付けて手で軽く締め付ける。

9. オイル洩れがないかホース部と接続部をすべ
て点検する。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 200時間

800運転時間ごと

1. PTOスイッチを切り、走行コントロールレ
バーをニュートラル固定位置にセットし、駐
車ブレーキを掛ける。

2. スロットルレバーを Slow位置にセットし、エ
ンジンを停止し、キーを抜き取り、各部が完全
に停止したのを確認してから運転席を降りる。

3. 油圧オイルタンクとトランスミッションケー
スの下にオイルを受ける大型の容器を置き、
それぞれのドレンプラグを外してタンク内の
オイルを完全に排出、回収する(図 64)。
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図図図 64

1. 油圧オイルタンクのドレン
プラグ

3. トランスミッションのケース
ドレンプラグ

2. フィルタ

4. 油圧オイルフィルタの取り付け部周辺をきれ
いに拭いてフィルタを取り外す(図 64)

5. すぐに新しいオイルフィルタを取り付ける。

6. 油圧オイルタンクとトランスミッションのド
レンプラグを取り付ける。

7. オイルを適正レベルまで補給する油圧系統の
整備 (ページ 52)を参照。

8. エンジンを始動し、オイル漏れがないか点検
する。エンジンを約5分間運転した後、エンジ
ンを停止する。

9. 2分後、油圧オイルの量を点検する油圧系統の
整備 (ページ 52)を参照。

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの保保保守守守

芝芝芝刈刈刈りりりデデデッッッキキキのののピピピッッッチチチ調調調整整整
カッティングユニットのピッチとは、ブレードを前
後方向に向けたときのブレードの前後における床か
らの高さの差を言います。ブレードのピッチを約
8 mmに調整する。 これは、ブレードを前後に向け
て先端の高さを比べたとき、前よりも後ろの方が 8
mm高くなっている状態を言います。

1. 作業場の平らな場所に駐車する。

2. 刈り込みデッキを希望の刈高にセットし、ス
ロットルレバーを Slow位置にセットし、エ
ンジンを停止し、駐車ブレーキを掛け、キー
を抜き取る。

3. まず、中央のブレードを前後方向に向ける。

4. 短い定規を使って、床面からブレードの前側
の刃先までの高さを測る。

5. そのブレードを半回転させて後方に回し、床
面からこの刃先までの高さを測る。

6. 後方での測定値から前方での測定値を引いた
値がブレードのピッチとなる。

7. ブレードのピッチが 8 mmになるように、後の
ヨーク/チェーンを固定しているジャムナット
で刈り込みデッキ後部の高さを調整する図 65。

図図図 65

1. チェーン 3. ジャムナット

2. ヨーク 4. デッキ
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洗洗洗浄浄浄

芝芝芝刈刈刈りりりデデデッッッキキキののの裏裏裏側側側ののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

デッキの裏側にたまった刈りかすは毎日取り除い
てください。

1. PTOスイッチを切り、走行コントロールレ
バーをニュートラル固定位置にセットし、駐
車ブレーキを掛ける。

2. スロットルレバーを Slow位置にセットし、エ
ンジンを停止し、キーを抜き取り、各部が完全
に停止したのを確認してから運転席を降りる。

3. 芝刈りデッキを移動走行位置まで上昇させる。

4. 機体前部を浮かせ、ジャッキスタンドで支持
する。

5. デッキの裏側を水で十分に清掃する。

ごごごみみみののの投投投棄棄棄にににつつついいいててて
エンジンオイル、バッテリー、油圧オイル、冷却液
は環境汚染物質です。これらの物質は、それぞれの
地区の法律などに従って適切に処分してください。

保保保管管管
車車車体体体本本本体体体
1. カッティングデッキやエンジンを含めた機体

全体をていねいに洗浄する。特に以下の部分
を重点的に洗浄する

• ラジエターとラジエタスクリーン

• デッキの裏側

• デッキのベルトカバーの裏側

• カウンタバランススプリング

• PTOシャフトアセンブリ

• グリス注入部やピボット部

• コントロールパネルを外してボックス内部

• 運転席シートプレートの下とトランスミッ
ションの上面

2. トラクションユニットの前後のタイヤの空気
圧を点検・調整する タイヤ空気圧を点検す
る (ページ 44)を参照。

3. ブレードを外して研磨とバランス調整を行
う。ブレードを取り付け、115-149 N-mにトル
ク締めする。

4. ボルトナット類にゆるみながいか点検し、必
要な締め付けを行う。特に、刈り込みデッキ
をトラクションユニットに固定しているボル
ト6本については、確実にトルク締めする359
Nm図 66。

図図図 66
図では右側が省略されている

1. ボルト

5. グリス注入部やピボット部全部とトランスミッ
ションのバイパスバルブのピンをグリスアッ
プする。にじみ出たグリスはふき取る。

6. 塗装のはがれている部分に軽く磨きをかけ、
タッチアップする。金属部の変形を修理する。

7. バッテリーとケーブルに以下の作業を行う
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A. バッテリー端子からケーブルを外す。

B. バッテリー本体、端子、ケーブル端部を
重曹水とブラシで洗浄する。

C. 腐食防止のために両方の端子部にワセリ
ンGrafo 112X: P/N 505-47を薄く塗る。

D. 電極板の劣化を防止するため、60日ごと
に24時間かけてゆっくりと充電する。

エエエンンンジジジンンン
1. エンジンオイルを抜き取り、ドレンプラグを

はめる。

2. オイルフィルタを交換する。

3. エンジンに推奨モーターオイルを入れる。

4. エンジンを始動し、約2分間のアイドル運転を
行う。

5. 燃料タンク、燃料ライン、ポンプ、セパレー
タから燃料を抜き取る。 燃料タンクの内部
をきれいな燃料で洗浄し、ラインを元通りに
接続する。

6. エアクリーナをきれいに清掃する。

7. エアクリーナの吸気口とエンジンの排気口を
防水テープでふさぐ。

8. オイルタンクと燃料タンクのフタが締まって
いるのを確認する。
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Toro 製製製品品品ののの総総総合合合品品品質質質保保保証証証

限定保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に基
づき、Toro 社の製品「製品」と呼びますの材質上または製造上の欠陥に対
して、2年間または1500運転時間のうちいずれか早く到達した時点までの品
質保証を共同で実施いたします。この保証はエアレータを除くすべての製品
に適用されますエアレータに関する保証については該当製品の保証書をご覧
下さい。 この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製品」
の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、運賃
が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店
ディストリビュータ又はディーラー に対して、お客様から連絡をして頂くことが
必要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問があ
る場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740
E-mail: commercial.warranty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

「製品」のオーナーはオペレーターズマニュアルに記載された整備や調整
を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、保証が受
けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません

• Toroの純正交換部品以外の部品や Toro 以外のアクサセリ類を搭載して
使用したことが原因で発生した故障や不具合。 これらの製品について
は、別途製品保証が適用される場合があります。

• 推奨される整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具
合。 オペレーターズマニュアル に記載されている弊社の推奨保守手順
に従った適切な整備が行われていない場合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこ
とが原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って磨耗消耗する
部品類とは、ブレーキバッドおよびライニング、クラッチライニング、ブ
レード、リール、ローラおよびベアリングシールドタイプ、グリス注入タイ
プ共、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、ベアリン
グ、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の部品
としてダイヤフラム、ノズル、チェックバルブなどが含まれます。

• 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条件、
汚染、弊社が認めていない燃料、冷却液や潤滑剤、添加剤、肥料、
水、薬剤の使用などが含まれます。

• エンジンのための適正な燃料ガソリン、軽油、バイオディーゼルな
どを使用しなかったり、品質基準から外れた燃料を使用したために
発生した不具合。

• 通常の使用にともなう音、振動、磨耗、損耗および劣化。

• 通常の使用に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、
ステッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類「部品」は、その部品の交換時期が到来するまで
保証されます。この保証によって交換された部品は製品の当初保証期間
中、保証の対象となり、取り外された製品は弊社の所有となります。 部品
やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。場合によ
り、弊社は再製造部品による修理を行います。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンン・・・バババッッッテテテリリリーーーののの保保保証証証

ディープサイクルバッテリーやリチウムイオン・バッテリーは、その寿命中に放
出することのできるエネルギーの総量kWhが決まっています。一方、バッ
テリーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変
わります。 バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充
電が必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。 このよ
うな通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲で
す。 本製品の保証期間中に、上記のような通常損耗によってオーナーの負
担によるバッテリー交換の必要性がでてくることは十分に考えられます。
注リチウムイオンバッテリーについてリチウムイオンバッテリーには、その部
品の性質上、使用開始後 35 年についてのみ保証が適用される部品があ
り、その保証は期間割保証補償額逓減方式となります。さらに詳しい情報に
ついては、オペレーターズマニュアル をご覧ください。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の
交換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、
これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例
えええばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証に
より、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によって
は、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

エエエンンンジジジンンン関関関係係係ののの保保保証証証にににつつついいいててて

米国においては環境保護局EPAやカリフォルニア州法CARBで定められたエ
ンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは別個
に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。
上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。くわ
しくは、製品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されている、エ
ンジンの排ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店ディストリビュータまたはディーラへおたずねくださ
い。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。
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